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　鞍岳からの日の出です（菊
池市役所屋上より）。
　新しい年、平成18年「戌年」
の幕開けです。皆さんは、この
１年をどんな年にしますか？



明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新生菊池市の二十一世紀を
あなたとともに創ります
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春
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春

迎

春
　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
成
18
年
の
初

春
を
、
ご
家
族
お
揃
い
で
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
の
市
長
選
挙
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
を
は
じ
め
、
各
方
面
か
ら
の
力
強
い
ご

支
援
と
温
か
い
ご
厚
情
を
賜
り
、
初
代
市

長
と
し
て
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と
申
し

ま
す
。
私
は
、
昨
年
の
市
長
選
挙
時
に
掲

げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
６
つ
の
公
約
、

そ
し
て
「
新
生
菊
池
市
の
二
十
一
世
紀
を

あ
な
た
と
と
も
に
創
り
ま
す
」
と
い
う
想

い
の
実
現
に
向
け
、
渾
身
の
努
力
を
い
た

す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、「
紀
宮

さ
ま
の
ご
結
婚
」
や
「
21
世
紀
初
の
万
博
・

日
本
国
際
博
覧
会
（
愛
知
万
博
）
の
開
幕
」

あ
る
い
は
「
２
０
０
６
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
サ
ッ
カ
ー
・
ド
イ
ツ
大
会
ヘ
３
大
会
連

続
出
場
」
を
決
め
る
な
ど
、
明
る
い
話
題

は
あ
っ
た
も
の
の
、
Ｊ
Ｒ
史
上
最
悪
の
事

故
と
い
わ
れ
る
「
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事

故
」、「
広
島
小
一
女
児
殺
害
事
件
」
あ
る

い
は
お
隣
の
「
福
岡
県
西
方
沖
地
震
」
な

ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
不
穏
な
影
を
落
と

す
出
来
事
が
数
多
く
発
生
す
る
と
と
も
に
、

自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
痛
感
い

た
し
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
旧
菊
池
市
・

七
城
町
・
旭
志
村
・
泗
水
町
と
の
合
併
と

い
う
、
新
し
い
ま
ち
を
創
造
す
る
記
念
す

べ
き
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
新
市
の
誕
生
は
、
旧
市
町
村
民
の

皆
さ
ま
を
は
じ
め
議
員
各
位
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
賜
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
こ
に

改
め
ま
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

新
生
「
菊
池
市
」
は
、
本
年
か
ら
新
し

い
歴
史
を
本
格
的
に
歩
み
始
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
国
の
三
位
一
体
改
革
の
不

透
明
さ
が
残
る
中
で
、
地
域
経
済
の
停
滞
、

犯
罪
の
増
加
、
市
財
政
の
困
窮
な
ど
新
市

の
進
む
道
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
生
「
菊
池
市
」
が

有
す
る
美
し
い
豊
か
な
自
然
、
人
情
味
あ

ふ
れ
る
人
々
、
歴
史
あ
る
文
化
と
い
う
素

晴
ら
し
い
宝
の
輝
き
は
、「
豊
か
な
水
と

緑
、
光
あ
ふ
れ
る
田
園
文
化
の
ま
ち
」
が

実
現
す
る
道
程
を
、
明
る
く
照
ら
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、「
合
併
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」

と
誰
も
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
、
愛
す
べ

き
ふ
る
さ
と
の
実
現
に
向
け
、
全
身
全
霊

を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
更
な
る
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
18
年　

元
旦

菊
池
市
長　

福
村　

三
男

　

初
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
辞

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
中
は
、
私
ど
も
市
議
会
に
対
し
ま

し
て
深
い
ご
理
解
と
格
段
の
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

地
方
分
権
の
推
進
、
三
位
一
体
の
改
革
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
、
地
方
を
取
り

巻
く
環
境
も
年
を
追
う
ご
と
に
厳
し
さ
を

増
し
て
お
り
、
特
に
本
市
の
場
合
、
少
子

高
齢
化
対
策
、
地
域
経
済
の
活
性
化
が
大

き
な
課
題
で
あ
り
、
自
治
体
運
営
の
監
視

機
関
と
し
て
の
議
会
の
役
割
も
今
後
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
ま
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

本
年
も
山
積
す
る
課
題
に
向
け
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
決
意
も
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
昨
年
は
四
市
町
村
（
旧
菊
池
市
、

旧
七
城
町
、
旧
旭
志
村
、
旧
泗
水
町
）
の

合
併
に
よ
り
３
月
22
日
、新
生
「
菊
池
市
」

と
し
て
発
足
、
議
会
・
執
行
部
一
丸
と
な

り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
示
し
し
た
新
市

建
設
計
画
に
基
づ
く
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
懸
命
に
取
組
ん
で
ま
い
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
も
、

緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、

本
年
も
ま
た
、
新
生
「
菊
池
市
」
の
均
衡

あ
る
発
展
に
向
け
、
地
場
産
業
の
育
成
を

基
本
と
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
、農
業
・

畜
産
業
や
商
工
業
の
振
興
、
発
展
性
の
あ

る
新
た
な
工
場
誘
致
、
ま
た
市
民
福
祉
の

向
上
に
向
け
、
環
境
問
題
、
少
子
高
齢
化

問
題
な
ど
へ
の
対
応
、
教
育
環
境
の
充
実
、

特
に
昨
年
は
低
学
年
児
童
の
痛
ま
し
い
事

件
が
多
数
発
生
し
、
そ
う
し
た
こ
と
へ
の

安
全
対
策
な
ど
、
ご
期
待
に
応
え
る
よ
う

議
会
一
丸
と
な
っ
て
取
組
む
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

併
せ
ま
し
て
、
市
政
へ
の
議
決
機
関
、

監
視
機
関
と
し
て
の
認
識
を
新
た
に
し
、

公
正
誠
実
な
議
会
運
営
に
心
が
け
、
身
近

で
開
か
れ
た
透
明
性
の
あ
る
議
会
の
実
現

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
最

後
に
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
幸

多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

平
成
18
年　

元
旦

　

菊
池
市
議
会
議
長　

北
田　

彰

皆さまの付託に応え、
菊池市の発展に尽くします
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11月20日（日）
はなぶさフェスタ2005ふるさとづくり

　「つどい　ふれあい　ふるさとづくり」をテーマに、菊池市
花房支館、花房地区社会福祉協議会、花房小学校が主催して「は
なぶさフェスタ 2005」があり、高齢者から子どもまで大勢の
人で賑わいました。
　手芸や絵、写真、菊盆栽などの作品展示や踊り・歌のステー
ジ発表、総合学習の成果発表、各家庭提供の雑貨品や農産物の
チャリティーバザー、人権の花プランターづくりなど盛りだく
さんの内容で行われました。また、高齢者がゲストティーチャー
となり、児童と伝承遊びを楽しんだり、杵と臼によりもちをつ
き、民生委員さんと一緒に一人暮らしのお年寄りに届けたり、
世代間の交流も行われました。
　舞踊・歌、こども獅子舞や保育園児の遊戯、消防団（父親）・
女性部（母親）と児童によるソーラン踊りなどの舞台発表の出
演者には、大きな拍手が送られました。
　また、参加者は、ヘルシーな昔ながらのふるさと料理「だご
汁」とおにぎり、自家製たくあんの昼食に舌鼓をうちました。

伝承遊びを楽しむゲストティーチャーと児童たち

熊本県科学展で七城中学校の生徒たちが、教育委員会賞を受賞

　11月９日（水）から 13日（日）まで熊本博物館
であった熊本県科学研究物展示会で、県下約 8,000
点の出品の中から、七城中学校３年の選択理科女子
全員の「七城町の霧の謎を解明する」が教育委員会
賞を受賞しました。
　七城町になぜ霧が多く発生するのかを科学的に解
明した作品で、現在、熊本博物館に半年間展示され
ています。
　また、隈府小学校３年松永諒くんの作品「せみく
ん早起きだね」と、泗水東小学校保健委員会の作品
「みつけたよ「歯」のふしぎなパワー」が熊日ジュ

ニア科学賞を、隈府小学校５年松永玲佳さんの作品
「日の出を見ると天気がわかるの？」が優賞、七城小
学校３年生の作品「光をあつめて水をあたためよう」
が良賞を受賞しました。
　さらに、隈府小学校が県展に 40回入賞したこと
で学校賞も受賞しました。菊池市内の小中学生の理
科に対する興味・関心が高く、優秀な科学研究物を
多く作り上げていることが分かります。ちなみに、
昨年度は、泗水東小学校保健委員会の作品「たばこ
の害ってなんだろう」が熊本県賞を受賞しています。
　来年度もいい作品が出品されることを期待します。

　泗水小学校で一日学校参観があり、地域の人などが
参加して児童と一緒に交流しました。
　学校を地域に開放し、地域の皆さんとのコミュニ
ケーションを図るために、今回初めて行なわれたもの
で、校内音楽会や食バザー、子育て講演会などがあり
ました。
　午後からの「ふれあいタイム」では、伝承遊びや、
読み聞かせ、科学遊びなどの６コースに分かれた児童
たちが、地域の皆さんと触れ合いながら交流しました。
　泗水小学校は、平成 17・18年度の２年間、文部科
学省が指定する「コミュニティ・スクール推進事業」
の指定を受けており、全国に先駆けて地域に根ざした
教育に取り組んでいます。
　今回の事業もその一環で、地域との連携を深めるた
めに行なわれました。
　地域に根ざした泗水小学校の活躍が、今後期待され
ます。

11月17日（木）
おいでよ 泗水小瞳かがやきフェスタ

「ふれあいタイム」で、地域
の人たちから折り紙の折り
方（上）や竹馬の乗り方（右）
を教わる児童たち

消防団（父親）・女性部（母親）と児童による
ソーラン踊り

　菊池地区の袈裟尾区で袈裟尾高塚古墳まつりがあり、
たくさんの区民などで賑わいました。
　同区が主催したもので、地元の一般婦人部や子ども
会、消防団、ソフトボールクラブが協力して、焼き鳥
やわたがし、イカ焼きなどの出店や消防団の操法実演
などがありました。
　メインのカラオケ大会では、参加者が日ごろから練
習している得意の曲で美声を披露し、会場から盛んな
拍手を浴びていました。
　また、子どもたち十数人が、同区にある菊池市内唯
一の装飾古墳で、市の指定文化財でもある「高塚古墳」
を、地元の学識経験者と祭りの前に訪れ、地域にある
文化財の勉強もしました。
　このまつりは、２年に１度、この時期に行なわれて
います。

　竜門ダムヘリポート付近で、県内各地より 300
人が参加して植樹会がありました。
　これは、平成 15年度に竜門ダム水源地域の住民・
各種団体・自治体・有識者が共同で組織する「竜門
ダム水源地域ビジョン策定委員会」で策定した「竜
門ダム水源地域ビジョン」に基づき、昨年度より実
施されています。
　地元有志で組織された竜門倶楽部（村上正八座
長）と水源地域ビジョン推進実行委員会の共催によ
る植樹は、竜門ダムの水源涵養と水質保全を目的に
行われています。
　今年度は、ヤマザクラやモミジ、ハゼの３種類
300 本が植樹され、家族や仲間と参加された人た
ちは、それぞれにネームプレートを設置して樹木の
成長を願いました。

　菊池建設業協会で施工する現場の安全対策の一層の
強化促進を図ることで、労働災害の絶滅を期すること
を目的に、同協会が現在工事をしている現場の安全パ
トロールがありました。
　今回、初めて行われたもので、菊池市建設業協会安
全対策委員６人と菊池市役所の関係課の職員５人が、
回遊道路整備土木工事４カ所と中学校建築工事２カ所
の点検と診断を行ないました。
　今後も、毎年行われる予定です。

　菊池市花房支館の活動が認められ、熊本県優良公
民館として表彰されました。これは、県内の公民館
のうち、特に事業内容・方法などに工夫をこらし、
地域住民の生涯学習を推進していくうえで大きく貢
献しているものに対して表彰されるものです。
　受賞の報告として、花房支館長の甲斐親晴さんほ
か支館の関係者５人が菊池市役所を表敬訪問しまし
た。
　福村市長は「これからも花房支館の特色を活かし
て、地域のために頑張ってください」と激励しまし
た。
　今後、花房支館が県内の模範となり、他の公民館
をリードしていくことが期待されます。

11月27日（日）竜門倶楽部第2回植樹会
竜
門
ダ
ム
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
付
近
に

植
樹
す
る
参
加
者

11月27日（日）
第12回袈裟尾高塚古墳まつり

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
、
美
声
を
披
露

す
る
参
加
者

12月2日（金）工事現場安全パトロール11月30日（水）菊池市花房支館の
熊本県優良公民館としての表彰を報告

表
彰
の
報
告
に
訪
れ
た
、

花
房
支
館
関
係
者
の
皆
さ
ん

工
事
現
場
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る

菊
池
市
建
設
業
協
会
安
全
対
策
委
員
な
ど



6｜広報きくち｜2006 JANUARY-1

TOPICS

7 広報きくち｜2006 JANUARY-1｜

　

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
、
お

住
ま
い
の
市
区
町
村
役
場
の
国
民
年

金
担
当
窓
口
で
直
接
、
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
時
間
に
余
裕
が
な
く
、
窓
口
ま
で

来
る
時
間
が
な
い
場
合
は
、
郵
送
に

よ
り
手
続
き
も
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
（
定
額
）
は
、

月
額
１
３
、５
８
０
円
で
す
。
な
お
、

保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
す
る
こ

と
に
よ
り
割
引
さ
れ
る
前
納
制
度
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
定
額
保
険
料
に
加
え
て
月

額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
付

す
る
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
に

加
え
て
付
加
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
付
加
年
金
は
「
２
０
０
円
×
納
付

月
数
」
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
10
年
間
納
付
（
合
計

４
８
、０
０
０
円
）
し
た
場
合
の
付

加
年
金
額
は
２
４
、０
０
０
円
で
す
。

付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
場
合
は
、

必
ず
定
額
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

口
座
振
替
は
、
金
融
機
関
な
ど
の

窓
口
で
の
現
金
納
付
に
比
べ
て
便
利

で
お
得
で
す
。
口
座
振
替
に
は
、
毎

月
の
保
険
料
が
翌
月
末
に
引
落
さ

れ
る
翌
月
末
振
替
と
、
毎
月
の
保
険

料
が
そ
の
月
の
月
末
に
引
落
さ
れ
る

当
月
末
振
替
（
早
割
）
が
あ
り
ま
す
。

早
割
は
月
額
40
円
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

●
口
座
振
替
で
前
納
制
度
を
利
用
す

る
場
合
は
、
現
金
で
の
前
納
に
比
べ

て
さ
ら
に
割
引
額
が
高
く
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
１
年
前
納
を
口
座
振
替
で

行
っ
た
場
合
は
、
月
々
現
金
で
支

払
っ
た
場
合
の
合
計
額
と
比
較
し
て

３
、４
２
０
円
の
割
引
（
現
金
で
の

１
年
前
納
は
２
、８
９
０
円
の
割
引
）

で
す
。

　

20
歳
に
な
り
、
所
得
が
少
な
く
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
に

つ
い
て
は
、
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

や
学
生
納
付
特
例
制
度
な
ど
の
保
険

料
免
除
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

手
続
き
は
お
住
ま
い
の
市
区
町
村

役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　西部市民セン
ターで、人権週
間の一環として
人権啓発講演会
がありました。
　山口県人権セ
ンター事務局
長の川口泰司さ
んが「差別って
いったいなんや
ねん？～若者か
らのメッセージ
～」と題して、中学時代に、同和教育に本気に取り組む先生と
の出会いから、解放運動に取組むようになったことなど、自分
の家族・友達・地域で起きたことをとおして、自分の言葉と分
かりやすい表現で、差別の本質に迫る思いを講演しました。
　「差別があるとか、ないとか議論する前に『差別っていった
いなんやねん』もう一回、みんなで確認しよう！」。「差別され
る側が悪いのでなく、差別する側が悪い」。「差別される側が不
幸なのではなく、差別する側が不幸である」という話に、会場
一杯の参加者はウンウンとうなずいていました。

　旭志地区の旭志村ふれあいセンター駐車
場で、旭志の交通安全母の会の会員などが
参加して、街頭指導がありました。
　この活動は、交通事故の多くなる年末前
のこの時期に合わせて、毎年行われている
もので、交通安全のたすきをつけた会員た
ちが、通りかかったドライバーに、同会が
作成した交通事故防止運動のポスターと牛
乳を渡しながら、交通安全を呼びかけまし
た。

　菊池市海外研修生の会は、外国青年の招待や菊池市民の外国
への派遣などをとおして文化の交流を行い、菊池市における国
際交流の草の根的な役割を担っている団体です。
　この会の交流事業では、韓国のソウル外国語アカデミーと相
互交流を行っていて、派遣事業・招待事業ともにホームスティ
を行い、民間レベルでの交流が実現しています。
　平成17年は、派遣事業として10月20日（木）から24日（月）
まで、菊池市内で公募した９人の市民の皆さんがアカデミーを
訪問し、韓国滞在中はアカデミーの学生宅にホームスティし、
参加者からは「貴重な体験をとおしてよい交流ができた」と喜
びの声が聞かれました。
　また、11 月３日（木）か
ら７日（月）まで、アカデミー
より崔　桃花（チェ・ドワ）
さん、權　裕善（コン・ユソ
ン）さんが菊池市に招待され、
ホームスティをしました。２
人は滞在中、菊池渓谷や阿蘇
の自然などを見て、日本の文
化・自然・歴史を体験しまし
た。
　21 年目となった交流です
が、菊池市海外研修生の会と
ソウル外国語アカデミーの友
好がさらに深まり、非常に有
意義な事業になりました。

　平成 17年秋の叙勲の消防功労で、元七
城町消防団長の加藤浩介さん（○七  小野崎）
が「瑞宝単光章」を受章されました。
　昭和 27年に当時の七城町消防団に入団
し、分団長、副団長などを経て、昭和 58
年から昭和 62年までの４年間は消防団長
を務めるなど、永年の消防活動での功績が
評価され、今回の受章となりました。加藤
さんは「うれしく思います。この受賞を期
に、今後も地域に貢献していきたいです」
と話されました。
　今後の活躍が、期待されます。

西部市民センターあった、人権啓発講演会

菊池市を訪れた、チェ・ドワさんと
コン・ユソンさん

国
民
年
金
の
加
入
手
続
は

ど
こ
で
行
え
ば
い
い
の
？

問い合わせ先
菊池市役所市民課
☎（25）1111

国
民
年
金
情
報

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
！

毎
月
の
保
険
料
は
い
く
ら
？

毎
月
１
３
、５
８
０
円
は

払
え
な
い
・・・
。

そ
ん
な
と
き
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

新
成
人
の
皆
さ
ん
、国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

　若年者納付猶予制度と学生納付特例制度は、他の年齢
層に比べ所得が少ない若年層（20歳代で学生以外）の
人が、将来、年金を受け取ることができなくなることや、
不慮の事故などにより障害が残ってしまった場合に、障
害基礎年金を受けることが出来なくなることなどを防止
するため、本人の申請により保険料の納付が猶予される
制度のことです。
ポイント①
●若年者納付猶予制度→本人と配偶者の所得を審査
●学生納付特例制度→本人の所得のみで審査
　一般の保険料免除（全額免除・半額免除）の場合は、
世帯主の所得も含めて保険料免除の対象となるか判定し
ますが、若年者納付猶予は本人と配偶者の所得のみ、学
生納付特例は本人の所得のみで判定することになります。
　そのため、世帯主の所得が高く、保険料免除の対象と
ならない 20歳代の人でも、若年者納付猶予の対象とな
る場合があり、学生の人は本人の所得がない場合は 学
生納付特例の対象となります。
※学生の人は、学生納付特例制度のみ利用いただけます。

ポイント②
●障害・遺族基礎年金を受け取ることができます。
　納付猶予や納付特例期間中にケガや病気で障害や死亡
といった不慮の事態が発生した場合、障害の状態に応じ
て障害基礎年金が、遺族（妻と子）の人は遺族基礎年金
を受けることができます。
※障害や死亡といった事故が発生するまでの国民年金の
加入期間の 2/3 以上の期間について、保険料を納付、
免除または猶予されていること、もしくは事故の直前
の１年間に保険料の未納がないことが必要です。

猶予期間などの年金はどうなるの ?
○若年者納付猶予・学生納付特例を受けた期間は、将来
受ける年金の受給資格期間に算入されますが、年金額
には反映されません。
○そこで、これらの期間の保険料は、10年以内であれ
ば後で古い期間から順に納付していただけるように
なっています（追納）。
○追納する場合の保険料額は、猶予等を受けた年度から
起算して、３年目以降に保険料を追納する場合には、
承認を受けた期間の保険料額に経過期間に応じた加算
額が上乗せされます。

　

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
公
的
年
金
制

度
で
す
。
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

人
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
営
業
者
や
学
生
な
ど
は
「
第
１
号
被
保
険
者
」
に
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
は
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
す
る
と

同
時
に
「
第
２
号
被
保
険
者
」
に
、
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
は
「
第
３
号
被
保
険
者
」
に
な
り
ま
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
人
は
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず

に
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

若年者納付猶予制度・学生納付特例制度とは？

12月3日（土）
交通安全母の会の会員が街頭指導

ドライバーに牛乳などを渡しながら、交通安全を
呼びかける会員たち

12月8日（木）人権啓発講演会

　西部市民センターでは、人権啓発の市民交流の拠点として
「差別のない明るい住みよい菊池市」を目指し、今後も運営
していきますので、皆さんのご協力をよろしくお願いします。

「菊池市海外研修生の会」事業実施報告 加藤浩介さんが
秋の叙勲「瑞宝単光章」を受章

消
防
功
労
で
「
瑞
宝
単
光
章
」
を
受
賞
し
た

加
藤
浩
介
さ
ん
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事
の
バ
ラ
ン
ス
、
軸
は
必
要
な
水
分
、
そ
し

て
、
コ
マ
を
回
転
さ
せ
る
の
は
適
度
な
運
動

で
す
。
コ
マ
は
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
と
適
切
な

運
動
が
与
え
ら
れ
て
、
初
め
て
安
定
し
て
回

転
し
ま
す
。
偏
り
の
あ
る
食
事
を
と
っ
た
場

合
、
コ
マ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
い
、

私
た
ち
の
健
康
も
保
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。

　

コ
マ
の
中
で
は
、
１
日
分
の
料
理
・
食
品

の
例
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
１
日
座
っ
て
仕
事
を

し
て
い
る
運
動
習
慣
の
な
い
男
性
に
と
っ

て
の
適
量
を
示
し
て
い
ま
す
（
お
よ
そ

２
、２
０
０
㎉
）。

　

ま
ず
は
、
自
分
の
食
事
内
容
と
コ
マ
の
中

の
料
理
を
見
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
あ
く
ま
で
コ

マ
の
中
は
一
例
な
の
で
、
実
際
に
自
分
が

取
っ
て
い
る
料
理
の
数
を
数
え
る
た
め
に
は
、

コ
マ
の
横
に
あ
る
料
理
例
を
参
考
に
、
い
く

つ
（
SV
：
サ
ー
ビ
ン
グ
の
略
）
取
っ
て
い
る

か
を
数
え
る
こ
と
で
、
１
日
の
目
安
量
と
比

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
主
食

　

ご
は
ん
（
中
盛
り
）
だ
っ
た
ら
４
杯
程
度

　

ご
は
ん
、
パ
ン
、
麺
・
パ
ス
タ
な
ど
は
炭

水
化
物
の
供
給
源
と
な
る
も
の
で
す
。

　
「
お
に
ぎ
り
１
個
」「
ご
は
ん
小
盛
り
１
杯
」

「
食
パ
ン
（
４
〜
６
枚
切
）
１
枚
」
が
「
１

つ
（
１
SV
）」
の
目
安
で
す
。
主
食
は
人
間

の
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
も
の
。
摂

取
量
も
１
番
多
く
、
１
日
に
取
る
量
は
「
５

〜
７
つ
（
SV
）」
が
適
量
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
副
菜

　

野
菜
料
理
５
皿
程
度

　

野
菜
や
キ
ノ
コ
、
イ
モ
、
海
藻
な
ど
は
、

各
種
の
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維

の
供
給
源
と
な
る
も
の
で
す
。

　

野
菜
サ
ラ
ダ
や
お
ひ
た
し
の
小
鉢
が
「
１

つ
（
１
SV
）」
の
目
安
で
、
１
日
に
「
５
〜

６
つ
（
SV
）」
が
適
量
で
す
。
不
足
し
が
ち

な
料
理
な
の
で
、
毎
日
の
食
事
に
意
識
し
て

取
り
入
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
主
菜

　

肉
・
魚
・
卵
・
大
豆
料
理
か
ら
３
皿
程
度

　

肉
や
魚
、
卵
、
大
豆
な
ど
を
使
っ
た
料
理

は
、
体
を
つ
く
る
た
ん
ぱ
く
質
の
供
給
源
と

な
る
も
の
で
す
。

　

鶏
卵
を
使
っ
た
目
玉
焼
き
が
「
１
つ
（
１

SV
）」
の
目
安
で
、
１
日
に
取
る
量
は
「
３

〜
５
つ
（
SV
）」
が
適
量
で
す
。
洋
風
の
食

生
活
で
は
主
菜
を
多
め
に
取
り
が
ち
で
す
。

脂
質
の
多
い
肉
料
理
な
ど
を
食
べ
た
場
合
に

は
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
、
そ
の
他

の
食
事
の
際
に
、
前
記
の
目
安
よ
り
も
主
菜

を
少
な
め
に
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
牛
乳
・
乳
製
品

　

牛
乳
だ
っ
た
ら
１
本
程
度

　

牛
乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
チ
ー
ズ
な
ど
の
乳

製
品
は
、
骨
な
ど
を
つ
く
る
カ
ル
シ
ウ
ム
の

供
給
源
と
な
る
も
の
で
す
。

　

牛
乳
コ
ッ
プ
半
分
が
「
１
つ
（
１
SV
）」

の
目
安
で
、
１
日
に
取
る
量
は
牛
乳
び
ん

１
本
分
の
「
２
つ
（
２
SV
）」
が
適
量
で
す
。

他
の
食
品
と
併
せ
て
と
っ
て
も
Ｏ
Ｋ
。

●
果
物

　

み
か
ん
だ
っ
た
ら
２
個
程
度

　

り
ん
ご
や
み
か
ん
な
ど
の
果
実
や
、
す
い

か
、
い
ち
ご
な
ど
の
果
実
的
な
野
菜
は
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
や
カ
リ
ウ
ム
な
ど
の
供
給
源
と
な

る
も
の
で
す
。

　

み
か
ん
１
個
、り
ん
ご
半
分
が
「
１
つ
（
１

SV
）」
の
目
安
で
、
１
日
に
取
る
量
は
「
２

つ
（
２
SV
）」
が
適
量
で
す
。

健康だより健康だより
問い合わせ先

健康推進課　☎（25）1111

　

近
年
、
野
菜
の
摂
取
不
足
、
食
塩
、
脂
質

の
取
り
す
ぎ
な
ど
の
食
生
活
や
、
肥
満
や
糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
増
加
が
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
の
基
と
な
る
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
を
す
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
か

ら
、
一
日
に
必
要
な
栄
養
素
を
む
ら
な
く
取

る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

昨
年
の
６
月
、
厚
生
労
働
省
と
農
林
水
産

省
か
ら
、
食
事
の
望
ま
し
い
組
み
合
わ
せ
や

お
お
よ
そ
の
量
を
分
か
り
や
す
く
イ
ラ
ス
ト

で
示
し
た
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
は
偏
り
が
ち

な
食
生
活
を
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
に

近
づ
け
て
い
く
た
め
、
１
日
の
食
事
の
な
か

で
「『
な
に
』
を
『
ど
れ
だ
け
』
食
べ
た
ら

よ
い
か
」
が
ひ
と
目
で
分
か
る
食
事
の
目
安

と
な
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
で
は
「
主
食
」「
主

菜
」「
副
菜
」「
牛
乳
・
乳
製
品
」「
果
物
」

の
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

グ
ル
ー
プ
を「
い
く
つ（
SV
：
サ
ー
ビ
ン
グ
）」

と
い
う
、
料
理
を
基
準
と
し
た
単
位
で
分
け

る
こ
と
で
、
１
日
に
ど
れ
だ
け
の
量
を
食
べ

れ
ば
よ
い
か
、
具
体
的
な
料
理
で
示
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
全
体
が
「
コ
マ
」
の
形
で
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
コ
マ
の
本
体
は
、
１
日
の
食

　11月 16日（水）に泗水会場で、11月 25日（金）に菊池会場で、
それぞれ３歳児健診がありました。歯科検診の結果、むし歯がな
かった子どもさんを紹介します。（敬称略）

歯ッピーキッズ
３歳児健診時「むし歯なし」の子

　甘いものを控えること、歯みがきをすること、歯を強くすること、
定期健診を受けることがむし歯を予防するポイントです。
　これからもむし歯ゼロで頑張りましょう。

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド

　

年
末
年
始
は
、
日
ご
ろ
よ
り
食
べ
た
り
、
飲
ん
だ
り
す
る
機
会
が
多
い
季
節

で
す
。
つ
い
つ
い
、
食
べ
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
「
寒
く
な
る
と
、
運
動
す
る
の
も
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
て
・
・
・
」
と
い
う

声
も
耳
に
し
ま
す
。

　
「
気
付
い
た
ら
、
ベ
ル
ト
の
穴
が
１
つ
大
き
く
な
っ
て
い
た
」「
ズ
ボ
ン
や
ス

カ
ー
ト
が
き
つ
く
な
っ
て
た
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
改
め
て

食
生
活
や
運
動
習
慣
（
身
体
を
動
か
す
）
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

い
ろ
い
ろ
な「
お
い
し
さ
」を
組
み
合
わ
せ
て

毎
日
の
食
事
を
健
康
的
に
！

バランスのよい食事をするためには、さまざまな食品から、
一日に必要な栄養素をむらなく取ることが大事です

水分補給は、栄養バランスとともに
食事の中で欠かせないものです

●１日分の食事量は、活動（エネルギー消費）量に
応じて、各料理区分における摂取の目安「つ（SV）」
を参考にしましょう。
●ほとんどの女性と活動量の低い（高齢者を含む）
男性向けの場合、副菜「５～６つ（SV）」、主菜「３
～５つ（SV）」、乳類「２つ（SV）」、果物「２つ
（SV）」は同じですが、主食の量と主菜の内容（食
材や調理法）や量を加減して、バランスの良い食
事にしましょう。

あ
な
た
の
食
事
は
大
丈
夫
？

バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
５
つ
の
区
分

対象特性別、料理区分における摂取の目安

対象者

料理
区分

６～９歳
の子ども

ほとんど
の女性

12歳以上
のほとん
どの男性

エネルギー
1600～
1800㎉

2000～
2400㎉

2600～
2800㎉

主食 　　　　つ
4～5（SV）

　　　　つ
5～7（SV）

　　　　つ
7～8（SV）

副菜 　　　　つ
5～6（SV）

　　　　つ
6～7（SV）

対象者

料理
区分

６～９歳
の子ども

ほとんど
の女性

12歳以上
のほとん
どの男性

主菜 　　　　つ
3～4（SV）

　　　　つ
3～5（SV）

　　　　つ
4～6（SV）

牛乳・
乳製品

　  つ
2（SV）

　　　　つ
2～3（SV）

果物 　  つ
2（SV）

　　　　つ
2～3（SV）

　

健
康
で
イ
キ
イ
キ
と
毎
日
を
過
ご
す

た
め
に
、

●
５
つ
の
区
分
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
事

に
組
み
込
む
こ
と

●
十
分
な
水
分
を
取
る
こ
と

●
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
、
お
酒
な
ど
の

嗜
好
品
は
楽
し
く
適
度
に
取
る
こ
と

●
適
度
な
運
動
を
行
う
こ
と

を
心
が
け
て
正
し
く
コ
マ
を
回
転
さ
せ
、

健
康
な
食
生
活
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。

松
まつやま

山天
あ み

海（○泗  福本団地）

森
もり

　彩
あや な

菜（○泗  上住吉）

宮
みやもと

本　怜
れい

（○泗  薬師）

森
もりもと

本大
たい む

夢（○泗  朝日団地）

吉
よしなが

永壮
そう た

太（○泗  上高江）

中
なかお

尾雄
ゆう ま

真（○泗  福本団地）

池
いけだ

田　澄
ますみ

（○泗  桜山六）

11月16日（水）泗水会場 嶋
しまさき

崎太
たいこう

洸（○菊  北原）

関
せきど

戸乃
の あ

綾（○菊  藤田）

仲
なかみつ

光夏
か な

奈（○菊  柏）

村
むらかみ

上育
いく み

実（○菊  龍門1）

髙
たかむね

宗　栞
しおり

（○菊  西迫間）

富
とみた

田康
こう た

太（○菊  西迫間）

渕
ふちがみ

上晴
はる お

雄（○菊  上長田）

愛
あいだ

田健
けん と

人（○菊  野間口）

山
やまさか

坂綺
き り

姫（○菊  北宮）

中
なかた

田実
みゆ う

憂（○菊  下西寺）梶
かじわら

原　葵
あおい

（○菊  上赤星）

11月25日（金）菊池会場

健康だより
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新着図書情報

三番手の男　山内一豊とその妻
童門冬二　著

 「おれは二番手でもない、はるかに後方から行
く三番手だ」悩める中間管理職よ、一豊の行き
方に学べ ! 大河ドラマの主人公・山内一豊とそ
の妻千代の実像に迫る。 

スープ・オペラ 阿川佐和子　著
　島田ルイ、35歳独身。ベタなぎの毎日が大激変。いい男が現れ、
同棲？しかも、お相手は２人！ひとつ屋根の下に、独身女性と
男性が２人。スープでつながる恋の花咲く長編小説。

天狗剣法　法神流須田房之助始末  津本　陽　著
　身は宙を飛び、剣は稲妻のように奔る ! 豪剣ゆえに「赤城の
天狗」と怖れられた法神流二代目・須田（星野）房之助。だが、
この不敗の剣士には「剣難」の相があった・・・。昭和にまで
名を轟かせた必殺剣の奥義を描く。

海と川の恋文 松本侑子　著
　２人の上級生からアプローチを受けて、遙
香の初恋は始まった。男らしく洗練された修
平と、個性的で翳りのある徳明。それは 17年
間、忘れられない恋とすれ違いのはじまりだっ
た・・・。真実の純愛小説。

恐怖の審問 ポール・ギャリコ　著
　無実のアメリカ人に罪を自白させる共産主義国家の法廷。無
鉄砲で野心にあふれるアメリカ人新聞記者がその内幕を探ろう
と「鉄のカーテン」の向うに潜入を果たすが・・・・。

意味がなければスイングはない 村上春樹　著
　シューベルト、スタン・ゲッツ、スガシカオ・・・。月の光が消え、
恋人に去られ、犬に笑われても、なにがあろうと音楽だけはな
くすわけにはいかない。良き音楽のある世界の成り立ちについ
て、どこまでも語り尽くす全 10編。

 夜回り先生こころの授業 水谷　修　著
　子どもたちを救うために全国を駆け巡る「夜回り先生」が生
きることの大切さと、自らの心の動きを語る。

記憶が消えていく　アルツハイマー病患者が自ら語る
一関開冶　著

　たとえこの先、妻の顔さえわからなくなっても、妻はわたし
の心の中にいつまでも生きていると思う。53歳の若き町長が自
らの若年性アルツハイマーを公表して辞任。絶望の淵から妻子
の愛と町民の支えで「今」を生きていくまで。

誤記ブリぞろぞろ　校正の常識・非常識
野村保恵　著

　誤植は誤記？原稿がパソコンで書かれるようになって、印刷
物にはこれまでにないタイプのおかしな文章や文字がゾロゾ
ロ・・・。コンピューター時代の校正、文字の字体、組版ルール、
素読みの重要性など、誤記実例をもとに解説する。

安全・安心なまちを子ども達へ
犯罪現場の検証と提言 中村　攻　著
　子どもたちを犯罪から守るということは被害
者にも加害者にもしないということ。排除や監
視を強化した社会ではなく、人として生きてい
く楽しさとたくましさを体感できる安心・安全
なまちをつくっていこう。大人たちへの提言。

ファンタージエン　秘密の図書館
ラルフ・イーザウ　著

　表紙に二匹の蛇が描かれたあかがね色の本は、どうやって街
の古本屋にたどりついたのか。古本屋の老主人がファンタージ
エンでしてきた冒険とは・・・。「はてしない物語」から 20余年、
ファンタージエンの新たなる物語。

鬼の助 辻　恵子　絵　畑中弘子　作
　助は山からやってきた。にんげんどもにわるさをするために。
なにせ、助は鬼の子だった。いちばんのわるさをして、りっぱ
な鬼になりたかった・・・。鬼を主人公にした新しい創作民話
絵本。 

トロール・ミル 上・下
キャサリン・ラングリッシュ　作

　あれから３年、ヒルデの家で暮らすペール
にまたまた大事件が！生まれて間もない赤
ん坊をペールに託して、アザラシ女とも噂さ
れていたチェルスティンが海に飛び込んだの
だ・・・。「トロール・フェル」に続く冒険ファ
ンタジー。

ふゆはふわふわ 五味太郎　著
　ふわふわセーター、ふわふわブーツ、ふわふあてぶくろ、ふ
わふわえりまき。ふわふわしている外に出かけたけれど、ふわ
ふわでも冷たいし、ふわふわでも寒いので、急いでおうちに帰っ
たら・・・。冬満喫絵本。

ヘンリーの仕事 D.B. ジョンソン　文・絵
　朝早く、ヘンリーは、森の家から仕事に出かけます。野の花
に水をやったり、川を渡るための石ををならべたり・・・。け
れど、まわりの人には、ヘンリーが仕事をしているようには見
えません。ヘンリーの本当の仕事って・・・？。

最後の言葉 川嶋あい　著
　I wish でメジャーとなった川嶋あい。児童
養護施設から、新しい家族と暮らし、12 歳で
出生の秘密を知る。「血は繋がっていないけど
世界一の家族だよ。どこにも負けない・・・私
はあいを世界一愛しているから」と歌手になる
夢を支え続け、活躍を見ぬまま亡くなった養母。
天涯孤独の宿命を受け止め、全部を吐ききった
言葉とは・・・。

朔太郎とおだまきの花 萩原葉子　著
　「月に吠える」で詩壇を揺るがした朔太郎の娘。現実から逃げ
マンドリンと詩作にふけ、家族を養う能力のない父。ダンスと
若い男に逃げた母。脳障害の妹の世話をし、虐待を受けた鬼祖
母を引き取り、子らを捨てた母をも探し出し最期まで見取った
作者の悲しく、そして美しい遺作となった作品。

四月の痛み フランク・ターナー・ホロン　著
　老人ホームで暮らす 86歳の元弁護士の「わたし」。人生の終
焉を前に、人間にとって死、老い、成熟とは何かを描く。

ぼくらの事情 ディビット・ヒル　著
　15 歳の少年ネイサンが語る、親友サイモンとの日々。筋ジ
ストロフィーという病気にも関らず、頭も切れ、ユーモアのセ
ンスもピカ一でクラスの人気者。しかし、病気は死にいたる病。
次第に衰えていく親友に対し、様々な思いが交錯し戸惑うネイ
サン。生きることのすばらしさを描いた青春小説。

泗水図書館

中央公民館図書室

図
書
だ
よ
り

問い合わせ先
   中央公民館図書室　☎（25）1672
   七城公民館図書室　☎（25）1580
   旭志公民館図書室　☎（37）3111　内線 303
   泗水図書館　　　　☎（38）6866

耳より情報 １月の予定
中央公民館
図書室

七城公民館
図書室

旭志公民館
図書室

泗水図書館

１ 日 閉室日 閉室日 閉室日 休館日

２ 月 閉室日 閉室日 閉室日 休館日

３ 火 閉室日 閉室日 閉室日 休館日

４ 水 休館日

５ 木

６ 金

７ 土 閉室日

８ 日 閉室日 閉室日 閉室日

９ 月 閉室日 閉室日 閉室日 休館日

10 火 休館日

11 水

12 木

13 金

14 土 閉室日
おはなしかい
11:00～

15 日 閉室日 閉室日 閉室日
お楽しみ会
14:00～

16 月 休館日

17 火

18 水

19 木

20 金

21 土 閉室日
古典を楽しむ会
14:00～

22 日 閉室日 閉室日 閉室日

23 月 休館日

24 火

25 水

26 木

27 金

28 土

きくちおはな
しのもり
おはなしかい
10:30～

　　　 閉室日
おはなしかい
11:00～

29 日 閉室日 閉室日 閉室日

30 月 休館日

31 火 休館日

　

最
近
、
ラ
ジ
オ
で
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
を
患
ら
っ
た
妻

の
介
護
記
録
の
話
を
聞
い
た
。

　

病
気
の
せ
い
で
、
物
忘
れ

か
ら
は
じ
ま
り
、
じ
わ
じ
わ

と
人
格
を
失
っ
て
い
く
様
子

や
、
家
族
に
と
っ
て
は
苦
し

み
、
負
担
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
忍
耐
強
く
、
か
つ
温

か
く
介
護
す
る
日
々
が
語
ら

れ
て
い
た
。

　

そ
の
話
を
聞
い
て
か
ら
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
か
認

知
症
な
ど
の
話
に
目
が
い
く

よ
う
に
な
り
、
図
書
館
の
こ

の
作
品
に
出
会
っ
た
。

　

本
書
は
、
英
文
学
界
で
、

知
的
で
人
気
の
あ
っ
た
作
家

の
ア
イ
リ
ス
・
マ
ー
ド
ッ
ク

が
病
魔
に
侵
さ
れ
記
憶
を

失
っ
て
い
く
が
、
そ
の
ア
イ

リ
ス
を
献
身
的
に
支
え
、
介

護
す
る
夫
の
物
語
で
あ
る
。

　

人
は
誰
で
も
老
い
る
。
以

前
は
で
き
て
い
た
こ
と
が
突

然
で
き
な
く
な
る
。
時
間
が

か
か
っ
た
り
、
無
理
が
き
か

な
く
な
っ
た
り
す
る
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
も

か
か
ら
な
い
と
は
限
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
ん
な
作
品
を

読
み
、
想
い
を
知
る
こ
と
で
、

老
い
や
病
気
に
つ
い
て
考
え
、

そ
の
よ
う
に
な
っ
て
も
立
ち

向
か
お
う
と
す
る
勇
気
を
持

て
る
作
品
と
思
う
。

私
の
推
薦

作
家
が
過
去
を
失
う
と
き

ジ
ョ
ン
・
ベ
イ
リ
ー　

著
　野

のなか

中由
よ り こ

理子　さん
（○七　田中）

お手玉であそぼう!
　１月 15日（日）午後２時からの「お楽しみ会」は、
「お手玉を作ってあそぼう」を行ないます。
　皆さんのお越しをお待ちしています。（泗水図書
館）

パッチワーク作品展
　１月５日（木）～１月 29日（日）まで、パッチワー
ク愛好会の皆さんの作品を展示します。
　どこかあたたかい手作りの作品に、触れてみてみ
ませんか。（泗水図書館）

新しい年の始まり
　１月のことを「睦月」といいますよね。これは新
しい年を、みんなで「仲睦まじく（なかよく）」祝
うという意味だそうです。
　この他にも、太郎月（たろうげつ）初春月（はつ
はるづき）祝月（いわいづき）などの呼び名があり
ます。（中央公民館図書室）

初夢によい夢をみるには？
　１月２日の夜、七福神の「宝船」の絵を枕の下に
おいて寝ると、その１年がよい年になるという夢占
いの習わしが室町時代の頃からあったそうです。
　また、宝船に悪い夢
を食べてくれる想像上
の生き物「獏（ばく）」
という文字を書いたり
したそうです。（中央
公民館図書室）

泗水図書館

くものすおやぶんとりものちょう
秋山あゆ子　作

　「こんや くらのなかの おかしを 
ちょうだいする」ここは江戸時代の虫
の町。
　甘いお菓子で評判の「ありがたや」
に盗みの予告状が届く。姿の見えない
盗人を待ち受ける蜘蛛の巣親分の活躍
はいかに・・・。
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迷
ひ
道
せ
し
も
善
き
か
な
山
紅
葉 

藤
本　

邦
治

手
ず
れ
歳
時
記
繰
る
や
冬
夜
の
ひ
と
り
の
灯 

坂
本
ま
つ
え

う
ご
め
い
て
枯か
れ
か
ま
き
り

蟷
螂
で
あ
り
し
か
な 

内
村　

泊
虹

障
子
張
り
替
え
て
明
か
る
き
一ひ

と

ま
ト
間
か
な 

服
部　

静
子

石つ
わ
ぶ
き蕗
が
迎
ふ
る
旅
の
天
草
路 

藤
本
ア
ツ
子

粧よ
そ
お
えへ
る
山
よ
り
神
楽
笛
太
鼓 

村
山　

数
恵

夫つ
ま
の
忌
を
修
し
八
ツ
手
の
花
に
佇た

つ 

吉
岡　

民
子

御ご
こ
う
か

降
嫁
の
姫
君
禀
と
秋
の
日
に 

寺
本　

和
子

老
の
身
に
あ
ま
り
に
酷き
び

し
虎も
が
り
ぶ
え

落
笛 

内
村　

鈴
子

胸
の
辺
に
紅
葉
且
つ
散
る
露
天
風
呂 

五
丁　

義
昭

ひ
つ
じ
雲
夕
日
に
白
く
う
か
ん
で
る（

小
六
）
渡
辺　

大
寿

羊
雲
夕
日
の
中
に
吸
い
こ
ま
れ　

（
小
六
）
渡
辺　

一
史

よ
ー
し
た
も
ん 

恋
は
思
案
の
外
て
言
う 

 

左　

党

と
て
つ
も
に
ゃ 

よ
か
家
建
て
ち
夜
逃
げ
さ
す 

三　

代

ほ
ん
な
こ
て 

女
帝
も
悪
う
無
ァ 

 

英　

坊

ぶ
す
く
れ
て 

銭
の
な
か
て
ち
す
ぐ
わ
か
る  

五　

女

と
て
つ
も
に
ゃ 

月
へ
新
婚
旅
行
げ
な 

 

千　

笑

ほ
ん
な
こ
て 

な
ん
で
当
選
さ
し
た
つ
な 
 

美　

由

と
て
つ
も
に
ゃ 

親
ば
ロ
ー
ン
の
当
て
し
と
る 

水　

光

ぶ
す
く
れ
て 

な
ん
べ
ん
呼
ん
で
も
返
事
せ
ん 

三　

水

ほ
ん
な
こ
て 

子
を
持
っ
て
知
る
親
の
恩 

 

江　

彩

ほ
ん
な
こ
て 

良
か
こ
つ
ば
か
り
云
う
と
ら
す 

乗　

仏

の
ら
り
く
ら
り 

鰻
に
似
た
子
き
ャ
育
て 

 

好　

茶

寂
し
く
て
夜
更
け
の
窓
を
明
け
た
れ
ば
眉
月
淡
く
か
か
り

て
お
り
ぬ 

松
岡
ミ
チ
エ

あ
ざ
や
か
な
菊
人
形
展
に
見
と
れ
い
つ
袖
ケ
浦
子
別
れ
の

場
面
も
あ
り
て 

森　
　

道
子

春
の
日
を
思
は
す
程
の
冬
至
今
日
洗
い
物
水
滔
々
と
ホ
ー

ス
を
つ
た
う 

斉
藤　

芳
子

輝
き
て
我
が
ベ
ッ
ド
の
上
を
巡
り
た
る
オ
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ

は
今
日
の
見
舞
い
客 

西
村　

澄
子

再
建
の
熊
本
城
に
寄
付
を
し
て
永
久
城
主
の
一
人
と
な
り

ぬ 

緒
方　

寛
子

冬
物
に
替
え
む
と
箪
笥
に
亡
き
夫
の
値
札
つ
く
ま
ま
の

シ
ャ
ツ
が
出
て
来
ぬ 

木
下　

陽
子

サ
ル
ビ
ア
の
花
赤
々
と
色
深
し
秋
の
名
残
り
か
手
に
揺
ら

し
見
る 

池
田
カ
ツ
子

真
夜
中
の
満
月
に
我
れ
目
醒
さ
れ
そ
の
荘
厳
を
仰
ぎ
て
止

ま
ぬ 

堀　
　

甲
子

台
風
に
葉
を
千
切
ら
れ
し
木
犀
に
花
の
香
す
れ
ば
足
を
止

め
ぬ 
吉
間　

充
子

木
洩
れ
日
を
浴
び
つ
つ
確
か
こ
の
辺
り
去
年
は
あ
り
し
む

か
ご
を
探
す 

下
川　

つ
ぎ

新
米
の
と
ど
き
無
沙
汰
の
詫
び
も
添
ふ 

芹
川
の
り
子

花
芒
風
に
も
つ
れ
て
風
が
解
く 

中
山　

栄
子

夏
空
に
馭
者
の
島
唄
吸
い
込
ま
れ 

中
尾
ヨ
シ
コ

金
婚
式
迎
え
し
朝
や
石
蕗
の
花 

芹
川　

蓉
子

朝
明
け
の
星
の
息
吹
か
こ
の
冷
気 

出
田
み
と
り

秋
夕
べ
山
鳩
の
鳴
き
何
語
る 

工
藤　

房
子

秋
の
駅
人
皆
山
の
幸
持
ち
て 

水
谷　

ミ
ネ

名
も
知
ら
ぬ
夏
雑
草
も
国
際
化 

岩
根
サ
チ
子

暮
早
し
畜
舎
の
灯
煌
々
と 

東　
　

芳
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会　

11
月
例
会

肥
後
狂
句
水
笑
会　

11
月
例
会

七
城
短
歌
会　
　
　

11
月
詠
草

旭
志
文
芸
俳
句
会　

11
月
詠
草

水
張
り
し
休
耕
田
に
水み

ず
す
ま
し

馬
己
が
天
下
と
光
を
砕
く

 

梅
野
か
を
り

雨
霧き

ろ
ふ
遠と
お
ね嶺
の
景
に
六
十
年
安
ら
ぎ
将か
つ

ま
た
耐
え
て
来き
た

り
し 

山
下　

菊
代

今
少
し
迷
へ
る
背せ
な

を
押
し
く
る
る
秋
明
菊
の
天て
ん

真し
ん
爛ら
ん
漫ま
ん

 
黒
田　

衣
子

弱
り
来
て
つ
ひ
に
蘇か
え

ら
ぬ
リ
ラ
の
木
に
た
つ
ぷ
り
注
が
む

訣わ
か
れ
の
水
を 

佐
々
木
か
つ
え

朝
は
凪な

ぎ
て
光
り
き
ら
め
く
こ
の
川
の
葦
の
根ね

方か
た
に
鴨
ら

相
寄
る 

梅
田　

昭
子

今
日
発た

つ
か
明
日
か
燕
つ
ば
く
ろ病
み
夫
と
待
つ
身
に
な
が
き
冬
と

知
る
ま
じ 

竹
野
美
智
代

富
有
柿
の
初
実な

り
を
摘
む
手
に
受
け
て
重
き
ひ
と
つ
の
そ

の
柿
色
を 

中
原
ち
え
子

し
み
じ
み
と
け
ふ
の
一い
ち
え会
ぞ
夕
焼
け
に
花
野
は
せ
つ
に
か

が
よ
ひ
て
を
り 

村
上　

咲
江

一
年
の
精

せ
い
こ
ん根

集
め
菊
花
展 

田
中
ひ
さ
子

穭ひ
つ
じ
だ田
は
日
射
し
静
か
に
萌
ゆ
る
日
々 

東　
　

鈴
子

丹
念
に
拝
殿
磨
き
神
の
留
守 

稲
田　

羚
子

庭
畑
の
帚
は
は
き
ぎ木
紅も
み
じ葉
夕
明
り 

梅
田　

昭
子

風
に
身
を
任ま

か
せ
て
軽
き
木
葉
雨 

光
本
と
よ
い
ち

吹
き
抜
く
る
風
の
軽
さ
や
枯か
れ
お
ば
な

尾
花 

小
山　

照
子

こ
の
奥
は
古
刹
へ
つ
ゞ
く
落
葉
径 

田
中　

美
智

初
時
雨
庭
美
し
く
し
て
去
り
し 

吉
井　

綾
子

家
よ
り
も
古
き
を
誇
り
松
手
入 

北
村　

君
子

枯
菊
の
焚
か
れ
孤
高
の
香か

を
残
す 

丸
山
美
代
子

静
か
さ
を
な
ほ
深
め
ゆ
く
夕
時
雨 

岩
木　

敬
治

ブ
ッ
セ
の
詩う
た

ふ
と
口
ず
さ
む
紅
葉
山 

打
出　
　

貞

お
待
ち
か
ね 

や
っ
と
娘
の
岩
田
帯 

田
中　

孝
幸

憎
い
男 

酔
う
と
体
が
会
い
た
が
る 

高
倉　

新
米

這
い
回
り 

草
と
喧
嘩
の
絶
え
ん
庭 
狩
野　

本
六

勝
負
あ
り 

潮
の
引
き
よ
る
外
野
席 

太
田　

雄
三

憎
い
男 

う
ち
が
人
生
く
る
わ
せ
た 

安
武　

二
山

慌
て
ま
し
た 

混
浴
だ
っ
た
露
天
風
呂 

荒
木　

玄
海

勝
負
あ
り 

ま
わ
し
取
っ
た
ら
電
車
道 

窪
田　

明
徳

覚
え
立
て 

な
か
な
か
出
ら
ん
母
の
味 

須
藤　

新
生

勝
負
あ
り 

オ
モ
チ
ャ
売
場
で
寝
転
ば
れ 

東　
　

哲
哉

お
待
ち
か
ね 

予
定
日
ば
か
り
聞
か
す
母 

藤
野　

清
子

勝
負
あ
り 

組
合
せ
見
て
震
え
よ
る 

小
川　

繁
美

お
待
ち
か
ね 

主
役
が
こ
ん
と
始
ま
ら
ん 

中
山　

昌
子

む
ら
さ
き
に
け
ぶ
る
鞍
岳
五
合
目
に
鉄
塔
白
く
二
十
本
竝な
ら

ぶ 

内
田
つ
ね
代

鈴
成
り
の
熟
柿
を
選
り
て
手
に
捥
げ
ば
幼
き
日
顕た

つ
や
わ

き
濃
き
色 

高
藤
タ
ツ
ノ

休
耕
田
を
占
め
て
コ
ス
モ
ス
咲
き
盛
る
夕
道
歩
け
ば
か
す

か
に
匂
う 

中
山　

定
子

霜
月
に
い
ま
だ
霜
見
ず
草く
さ

生ふ

な
か
石つ
わ
ぶ
き蕗
の
黄
み
ど
り
に
染

ま
ず 

福
原
美
智
子

見
舞
礼
に
七
城
米
を
送
り
た
れ
ば
何
よ
り
と
妹
よ
ろ
こ
び

電
話
す 

藤
本
の
り
子

満
開
の
も
く
せ
い
の
花
秋
風
に
吹
か
れ
こ
ぼ
れ
て
円
座
絨

毯 

宮
本　

峯
子

菊
池
短
歌
会　
　
　
　

11
月
歌
会

万
句
の
里
俳
句
会　

11
月
句
会

肥
後
狂
句
桜
会　
　

11
月
例
会

泗
水
短
歌
会　
　
　

11
月
詠
草

広
報
文
芸
き
く
ち
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菊池市役所
☎（25）1111

菊池総合支所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

予
防
接
種
法
の
改
正

　月：子どもの肥満
　火：骨粗鬆症の新しい知識
　水：こむらがえり
　　　（からすまがり）
　木：老人の口の乾きについて
　金：くも膜下出血
土日：「性のこと考えよう」
　　　シリーズ③
　　　変わる、変わる
　　　からだ　男の子編

１月の　　　　　健康情報
☎096（385）3300 （24時間）

モシモシモシモシモシモシ

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
の
予
防
接
種

法
の
改
正
に
伴
い
、
麻
し
ん
・
風
し

ん
の
予
防
接
種
の
方
法
が
変
わ
り
ま

す
。

　

現
在
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
は
そ
れ

ぞ
れ
の
ワ
ク
チ
ン
を
１
回
ず
つ
接
種

す
る
方
法
で
す
が
、
平
成
18
年
４
月

か
ら
は
ワ
ク
チ
ン
が
「
麻
し
ん
風
し

ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
」（
以
下
混
合
ワ

ク
チ
ン
と
い
う
）
と
な
り
、
２
回
接

種
に
な
り
ま
す
。

　

接
種
年
齢
も
１
回
目
が
１
歳
か
ら

２
歳
未
満
、
２
回
目
が
小
学
校
入
学

前
の
１
年
間
に
な
り
ま
す
。

　

満
１
歳
〜
７
歳
６
カ
月
未
満
で
、

ま
だ
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防
接
種

を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん
は
、
平

成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
済
ま
さ
れ
る
よ

う
お
勧
め
し
ま
す
。

注
意
事
項

•
平
成
18
年
４
月
以
降
は
、麻
し
ん
・

風
し
ん
の
単
独
ワ
ク
チ
ン
は
法
定

接
種
と
な
ら
ず
、
任
意
接
種
（
個

人
で
有
料
で
受
け
る
接
種
）
に
な

り
ま
す
。

•
平
成
18
年
４
月
以
降
に
満
２
歳
と

な
る
お
子
さ
ん
も
任
意
接
種
（
自

費
）
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

•
現
行
制
度
で
麻
し
ん
と
風
し
ん
の

単
独
ワ
ク
チ
ン
が
済
ん
で
い
る
人

は
、
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

○
平
成
16
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま

れ
た
お
子
さ
ん
（
満
１
歳
〜
７
歳

６
ヵ
月
未
満
）
の
場
合

　

平
成
18
年
４
月
以
降
は
法
定
接
種

と
な
ら
ず
任
意
接
種
と
な
る
た
め
、

現
行
の
単
独
ワ
ク
チ
ン
を
平
成
18
年

３
月
31
日
ま
で
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
平
成
16
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま

れ
た
お
子
さ
ん

•
麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
の
ど
ち
ら

か
を
す
で
に
接
種
し
て
い
る
（
か

か
っ
た
）
場
合

　

混
合
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
（
対
象
外
）
の
で
、
接

種
し
て
い
な
い
方
の
ワ
ク
チ
ン
を
平

成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

•
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
両
方
と
も
接

種
し
て
い
な
い
（
か
か
っ
て
い
な

い
）
場
合

　

１
歳
を
迎
え
た
ら
な
る
べ
く
早
く

麻
し
ん
を
受
け
、
４
週
間
以
上
あ
け

て
か
ら
風
し
ん
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
18
年
４
月
ま
で
待
っ
て
か
ら

混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
が
、
生
後
24
月
（
満
２
歳

の
誕
生
日
）
に
達
し
た
時
点
で
接
種

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
予
防
接
種
は
、
麻
し
ん
や

風
し
ん
に
感
染
す
る
前
に
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
の
で
、
早
め

に
接
種
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

○
平
成
17
年
２
月
１
日
〜
平
成
17
年

３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子

さ
ん

　

平
成
17
年
２
月
〜
３
月
生
ま
れ
の

人
は
、
接
種
期
間
の
関
係
で
麻
し
ん

ま
た
は
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
１
回
接
種

に
終
わ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
平

成
18
年
４
月
１
日
以
降
に
混
合
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
家
庭
や
保
育
園
な
ど
で

麻
し
ん
や
風
し
ん
に
感
染
す
る
可
能

性
の
あ
る
場
合
な
ど
３
月
ま
で
に
接

種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に

菊
池
市
役
所
健
康
推
進
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION

菊池市役所　☎（25）1111

問い合わせ

菊池総合支所　☎（25）1111
七城総合支所　☎（25）1000
旭志総合支所　☎（37）3111
泗水総合支所　☎（38）2111

本　　庁

総合支所

１月15日号は休刊します

対象年齢と接種方法の変更内容
ワクチン名 対象年齢 回数

平成18年
３月まで

麻しん 満１歳～７歳６カ月未満 １回

風しん 〃 １回

平成18年
４月から

麻しん
風しん
混　合
ワクチン

第１期：満１歳～２歳未満 １回

第２期：小学校入学前の１年間
　（４月１日～翌年３月31日まで） １回

　寒い時期は血液が不足しますので、ぜひ、皆さんのご協力をよろしくお願いします。
と　き　１月 20日（金）・午前９時 30分～午前 11時　・正午～午後４時
ところ　菊池市役所正面玄関前
内　容　400ml・200ml
※平成 16年 10月から献血の安全性を向上させる目的で、身分証明証（運転免許証・
パスポートなど）による本人確認が実施されていますので、趣旨をご理解のうえ、
ご協力をお願いします。　また、献血カードをお持ちの人は持参してください。

問い合わせ先　健康推進課

麻
し
ん（
は
し
か
）・
風
し
ん
の

予
防
接
種
方
法
が
変
わ
り
ま
す

菊池市生活習慣病健診・結核検診（追加）を実施します

　

４
月
か
ら
法
の
改
正
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接

種
の
対
象
年
齢
が
「
生
後
６
カ
月
未

満
ま
で
」
と
短
く
な
り
ま
し
た
。
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
せ
ず
に
、

直
接
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
は
結
核
感
染
前
の
早
い
時
期

に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
す
る
こ
と
で
、
乳

幼
児
期
の
重
症
結
核
な
ど
を
予
防
す

る
た
め
で
す
。

　

接
種
機
会
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
会
場
に
関
わ
ら
ず
体
調
の
良
い

日
に
、
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

●
１
月
18
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時

　

七
城
公
民
館

持
っ
て
く
る
も
の

　

母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

そ
の
他
の
注
意

•
あ
ら
か
じ
め
配
布
し
て
あ
る
「
予

防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」
を
よ

く
読
み
、
理
解
し
た
上
で
受
け
ま

し
ょ
う
。

•
接
種
を
受
け
る
お
子
さ
ん
の
健
康

状
態
を
よ
く
知
っ
て
い
る
保
護
者

が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

•
予
防
接
種
を
受
け
た
後
30
分
間
は
、

急
な
副
反
応
が
起
こ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
会
場
で
お
子
さ
ん

の
様
子
の
観
察
を
お
願
い
し
ま
す
。

•
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
後
か
ら
次
の
予
防
接

種
ま
で
は
、
必
ず
４
週
間
以
上
あ

け
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
で
き
な
い
人

•
こ
れ
ま
で
に
受
け
た
予
防
接
種
や

け
が
な
ど
で
、
ケ
ロ
イ
ド
が
あ
る

人
•
免
疫
機
能
に
異
常
が
あ
る
人

•
そ
の
他
、
予
防
接
種
を
す
る
こ
と

が
不
適
当
と
医
師
が
認
め
た
人

※
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
す
る

か
、
意
見
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

Q1　

接
種
期
間
の
「
生
後
６
カ
月
未

満
ま
で
の
期
間
」
と
は
？

Ａ　

生
後
６
カ
月
に
達
す
る
前
日
ま

で
を
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
８
月

８
日
生
ま
れ
の
人
は
２
月
７
日
ま

で
で
す
。

Q2　

病
気
や
入
院
、
海
外
渡
航
の
た

め
に
接
種
出
来
な
か
っ
た
場
合
も

接
種
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ　

菊
池
市
で
実
施
し
て
い
る
定
期

接
種
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。任
意
接
種
に
な
り
、有
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

生
後
３
カ
月
を
過
ぎ
た
ら

生
後
３
カ
月
を
過
ぎ
た
ら

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

〜
対
象
は
生
後
３
ヵ
月
か
ら
６
ヵ
月
未
満
で
す
〜

〜
対
象
は
生
後
３
カ
月
か
ら
６
カ
月
未
満
で
す
〜

献血のご協力をお願いします
　市民の皆さんの法律などに関する心配ごとや困りごと（家庭・金銭・相続・登記など
の問題）の相談に応じます。相談は無料です。お気軽にご利用ください。
と　き　１月 17日（火）午前９時 30分～午後０時 30分まで
※受付は、午前 11時 30分までしますが、相談者多数の場合は時間に限りがあります
ので、お断りすることもあります。

ところ　菊池市中央公民館２階
相談者　弁護士　由井照二氏、人権擁護委員、行政相談委員
問い合わせ先　市民課市民年金係

「人権擁護委員、行政相談委員、弁護士」相談所開設

　１月 10日（火）～１月 17日（火）まで、生活
習慣病健診と結核検診が同時に受診できます。
　まだ、この健診を受けていない人は、この機会に
受診ください。
日　　程　１月 10日（火）～１月 17日（火）
　※ただし、14日（土）と 15日（日）は除く。
受付時間　午前８時 30分～午前 11時
　　　　　午後１時～午後３時
会　　場　菊池養生園
項　　目　生活習慣病健診、結核検診
料　　金
　・生活習慣病健診　19歳～ 39歳　2,000 円
　　　　　　　　　　40～ 69歳　　1,000 円
　　　　　　　　　　70歳以上　　　無料
　・結核検診　　　　65歳以上　　　無料
持ってくるもの
　健康手帳、問診票（問診票は養生園窓口にあります）

その他
　送迎バスはありませんので、直接会場へお越しく
ださい。

生活習慣病健診と組み合わせて出来る検査
（オプション）

項　目 目　　的 料金（円）

乳房超音波 乳がん 2,000 

腹部超音波
肝臓胆嚢、脾臓、膵臓、腎臓な
どのポリープ、がん、結石

2,900 

頭部ＣＴ
頭部外傷、くも膜下出血、
脳出血

5,000 

骨密度測定 骨粗しょう症 2,900 

ピロリ菌抗体 胃潰瘍の原因検査 2,100 

ＰＳＡ（腫瘍マーカー
「男性のみ」）

前立腺がん 1,900 

結核検診（胸部レン
トゲン）65歳未満

結核、肺がん、その他の肺疾患 680

問い合わせ先　健康推進課
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菊池市役所
☎（25）1111

菊池総合支所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111 　

個
人
事
業
者
の
人
で
、
平
成
15
年

分
の
収
入
金
額
（
課
税
売
上
高
）
が

１
千
万
円
を
超
え
て
い
た
人
は
、
平

成
17
年
分
は
消
費
税
の
課
税
事
業
者

と
な
っ
て
お
り
、
平
成
18
年
３
月
31

日
ま
で
に
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
課
税
事
業
者
の
納
付
す
る

消
費
税
額
は
、
課
税
期
間
の
売
上
げ

に
対
す
る
消
費
税
額
か
ら
仕
入
れ
や

経
費
に
含
ま
れ
る
消
費
税
額
を
控
除

（
仕
入
税
額
控
除
）
し
て
計
算
し
ま

す
か
ら
、
売
上
げ
、
仕
入
れ
な
ど
に

係
る
取
引
に
関
す
る
事
項
を
記
録
し

た
帳
簿
お
よ
び
請
求
書
な
ど
の
書
類

の
保
存
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
入
税
額
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
簡
易
課
税
制
度
を
選
択

し
た
場
合
を
除
き
、
取
引
事
実
を
記

録
し
た
帳
簿
に
加
え
、
取
引
先
か
ら

受
け
取
っ
た
請
求
書
な
ど
も
保
存
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
帳
簿
な
ど
の
保
存
期
間

は
、
そ
の
課
税
期
間
の
確
定
申
告
期

限
の
翌
日
か
ら
７
年
間
で
す
。

　

消
費
税
に
つ
い
て
の
帳
簿
の
記
載

事
項
や
確
定
申
告
書
の
作
成
方
法
な

ど
に
つ
い
て
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
場
合
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
税
務
署

　

☎
（
25
）
２
１
２
１

　

所
得
税
並
び
に
消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
の
確
定
申
告
の
時
期
に
な

り
ま
し
た
。

　

決
算
書
や
申
告
書
な
ど
の
税
務
書

類
の
作
成
な
ど
を
依
頼
す
る
場
合
は
、

そ
の
人
が
正
規
の
税
理
士
で
あ
る
か
、

よ
く
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

　

税
理
士
の
資
格
の
な
い
人
が
、
税

務
代
理
や
税
務
書
類
の
作
成
、
税
務

相
談
を
す
る
こ
と
（
い
わ
ゆ
る
「
に

せ
税
理
士
」）
は
、
税
理
士
法
で
固

く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
に
せ
税
理
士
」
は
、
法

律
に
違
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
税
務

署
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
調
査
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
あ
な
た
に

代
わ
っ
て
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

な
ど
、
結
果
的
に
あ
な
た
自
身
が
大

き
な
迷
惑
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

十
分
に
ご
注
意
を
！

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
税
務
署

　

☎
（
25
）
２
１
２
１

　

平
成
18
年
２
月
か
ら
３
月
末
ま
で
、

第
３
回
わ
い
ふ
の
ひ
な
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
、
今
回
も
各
家

庭
に
あ
る
雛
人
形
を
お
借
り
し
て
、

菊
池
夢
美
術
館
に
飾
ら
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
自
宅
に
あ
る
雛
人
形
を

お
借
り
で
き
る
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

菊
池
夢
美
術
館
を「
お
ひ
な
さ
ま
」

で
埋
め
尽
く
し
、
た
く
さ
ん
の
人
に

見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

募
集
締
め
切
り　

１
月
31
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
温
泉
旅
館
組
合

　

☎
（
25
）
２
９
２
６

　

農
業
用
の
機
械
に
使
用
す
る
軽
油

免
税
手
続
き
に
つ
い
て
、
次
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。

受
付
日

•
単
独
で
申
請
す
る
人

　

１
月
23
日
（
月
）
〜
26
日
（
木
）

•
共
同
で
申
請
す
る
人

　

２
月
３
日
（
金
）

受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま

で
を
除
く
。

受
付
場
所

　

熊
本
県
菊
池
総
合
庁
舎

　

１
階
第
４
会
議
室

必
要
書
類

①
免
税
軽
油
使
用
者
証

②
耕
作
証
明
書（
農
業
委
員
会
交
付
）

③
免
税
機
械
の
所
有
・
使
用
証
明
書

（
市
税
務
課
交
付
）

④
免
税
機
械
の
写
真
（
前
・
横
・
後

の
３
枚
）

⑤
印
鑑
（
認
印
で
可
）

⑥
免
税
軽
油
の
引
取
り
等
に
係
る
報

告
書
（
第
43
号
の
６
の
２
様
式
）

⑦
免
税
証
交
付
申
請
書
付
表
１
（
実

績
表
）

⑧
免
税
証
交
付
申
請
書
付
表
２
（
販

売
店
証
明
）

⑨
未
使
用
の
免
税
証

⑩
申
請
者
本
人
を
確
認
す
る
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
）

注
意
事
項

○
初
め
て
申
請
す
る
人
は
②
〜
⑤
お

よ
び
⑩

○
免
税
軽
油
使
用
者
証
の
有
効
期
限

が
、
平
成
18
年
２
月
28
日
ま
で
の

人
、
も
し
く
は
そ
れ
以
前
の
人
は
、

①
〜
⑩

○
免
税
軽
油
使
用
者
証
の
有
効
期

限
が
平
成
19
年
２
月
28
日
の
人
は
、

①
〜
②
お
よ
び
⑤
〜
⑩

○
免
税
軽
油
使
用
者
証
の
有
効
期

限
が
平
成
19
年
２
月
28
日
の
人
で
、

免
税
機
械
の
変
更
が
あ
る
人
は
、

①
〜
⑩　

○
初
め
て
申
請
す
る
人
は
、
本
人
が

来
ら
れ
な
い
と
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

○
報
告
書
は
裏
面
ま
で
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

○
免
税
証
交
付
申
請
書
付
表
２
は
、

必
ず
販
売
店
の
証
明
印
を
も
ら
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
菊
池
地
域
振
興
局

　

税
務
課
課
税
係

　

☎
（
25
）
４
１
１
１

内
線
３
３
５

わいふ一番館だよりわいふ一番館だよりわいふ一番館だより 問い合わせ先　菊池市文化会館
　�（24）1101

　まちづくり寄合所１階ギャ
ラリーでは、出展する人を募
集しています。個人やクラブ・
サークル活動で作った作品な
どを多くの人に見てもらいま
せんか？もちろんプロの人も
大歓迎です。
　また、２階和室は、文化活
動の発表やまちづくりに関す
る活動の場として誰でも利用
できます。

わいふ一番館（まちづくり寄合所）
で出展してみませんか？

野中　千絵
期間：１月17日（火）～１月29日（日）
　小さい時から書き溜めてきた詩を、20歳になった記念
に詩集「のほほん」として自費出版しました。その中の詩を、
流木や板、その他色々な物に書いて展示します。
　ありのままの自分が表現できたらいいなと思っています。

野中千絵詩画展

個
人
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　償却資産とは、会社や個人で工場、商店または農業
などを経営している人が、その事業のために用いるこ
とができる機械・器具・備品などの有形固定資産のこ
とです。
申告の内容
　①構築物（広告塔・テナント改装など）、②機械お
よび装置（コンベア・ブルドーザーなど）、③車両お
よび運搬具（フォークリフト・ローラなど自動車税な
らびに軽自動車税の対象となるものを除く）、④工具
器具および備品（机・イス・パソコンなど）
　このような事業用資産を持っている人は、毎年１月
１日現在の資産所有状況を申告することになっていま
す。
※前年申告のある人は、後日申告書を送付します。
※新規事業者または事業用資産をお持ちで申告書の送
付が無い場合は、お手数ですが市役所税務課固定資
産税係まで問い合わせてください。

申告期限　1月 31日（火）　※郵送でも受け付けます。
問い合わせ先　税務課固定資産税係

よくある質問に、お答えします

　平成 17年分から、年金課税について次の改正が行われました。
　①老年者控除（50万円）の廃止
　②公的年金控除の 65歳以上の方の上乗せ措置が廃止
　ただし、65歳以上の人の公的年金等控除の最低補償額につい
ては、50万円加算して、120万円とする特例措置が講じられて
います。
　これらの改正について、次の日程で説明会を開催します。
　確定申告に直接影響する内容ですので、対象者に該当する人
は、ぜひ、出席いただきますようお願いします。
対象者
　65歳以上の年金受給者で、公的年金などの収入が 120万円を
超える人
説明内容　税制改正の内容など
※確定申告書の作成指導は行いません。
説明会日程　説明会は約 30分間程度を予定しています
※説明会の会場と日時は次のとおりです。最寄りの会場にお越し
ください。

場　所 開催日
菊池市旭志小原240
菊池市旭志
多目的研修センター

１月12日（木）午前10時から

菊池市亘32
菊池市文化会館小ホール

１回目　１月12日（木）午後１時30分から
２回目　　　〃　　　午後２時30分から

菊池市七城町甲佐町72-1
菊池市七城公民館
文化ホール

１月13日（金）午前10時から

菊池市泗水町福本242-1
菊池市泗水公民館大研修室 １月13日（金）午後１時30分から

問い合わせ先
　菊池税務署　☎（25）2123
　または　菊池市役所税務課

年金受給者の皆さんへ
質問
　なぜ、65 歳以上の人は、これま
でより税金を多く納めるようになっ
たのですか？
回答
　日本は高齢化が急速に進展してい
ます。国民が元気で、安心して暮ら
していくには、お年寄りも含めたす
べての国民で社会を支えていく必要
があります。
　このため、お年寄りと若い世代と
の間での世代間の税負担の公平、所
得に格差のあるお年寄りの間での世
代内の税負担の公平を確保するため、
年齢だけを基準に若い世代と比較し
て特別に優遇している措置が見直さ
れました。
～財務省作成「平成 16年度税制改
正」８～９ページ「少子化高齢社会
への対応」から抜粋～
※税制改正に関する問い合わせ先
　財務省主税局
　☎ 03（3581）4111（代表）
　内線 5540

年金受給者の皆さんへ

農
業
用
機
械
の
軽
油
引
取
税
免
税
証
の
申
請

「
に
せ
税
理
士
」にご

注
意
！

雛
人
形
を
お
借
り
で
き
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す

　平成 18年度の固定資産税の基準日は、平成 18年
１月１日です。
　家屋を解体して、建物滅失登記をしない場合や、未
登記建物の所有権が移転している場合は、届出書の提
出をお願いします（手続きをしない場合は誤って課税
されることがあります）。
　届出書や添付書類など詳細については、市役所税務
課固定資産税係まで問い合わせてください。
問い合わせ先　税務課固定資産税係

事業主の皆さんへ

償却資産申告をお願いします

家屋の解体届と未登記家屋の異動届はお早めに
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菊池市役所
☎（25）1111

菊池総合支所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

　
「
心
の
病
」
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
菊
池
地
域
精

神
保
健
福
祉
の
集
い
を
、
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講　

演

　
「
う
つ
病
の
理
解
と

　
　
　
　
　

予
防
に
つ
い
て
」

講　

師　

菊
池
有
働
病
院
院
長

　
　
　
　

有
働
信
昭　

先
生

と　

き　

２
月
８
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

菊
池
市
福
祉
会
館

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
保
健
所

　

☎
（
25
）
４
１
５
５

　

菊
池
市
で
は
、
今
年
20
歳
を
迎
え

る
皆
さ
ん
の
新
し
い
門
出
を
祝
し
、

成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
に
新
し
く
成
人
を
迎

え
る
人
は
、
昭
和
60
年
４
月
２
日
か

ら
、
昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

と　

き　

１
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時　
　
　

受
付

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分　

開
式

と
こ
ろ　

菊
池
市
文
化
会
館

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

　

旧
泗
水
町
の
若
者
た
ち
が
中
心
と

な
り
、
和
太
鼓
打
ち
で
有
名
な
「
今

福
ゆ
う
」
氏
を
メ
イ
ン
奏
者
に
迎
え

て
、
自
分
た
ち
の
力
だ
け
で
企
画
運

営
を
行
っ
た
「
無
料
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

若
い
世
代
が
元
気
を
出
し
て
、
市

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
た
め
に
、
み

ん
な
で
考
え
た
企
画
の
第
一
弾
で
す
。

魂
の
こ
も
っ
た
太
鼓
を
ぜ
ひ
見
に
来

て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

１
月
６
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分　

開
場

　
　
　
　

午
後
７
時　
　
　

開
演

と
こ
ろ　

菊
池
市
泗
水
ホ
ー
ル

出
演　

今
福
ゆ
う
、
永
翔
太
鼓　

他

問
い
合
わ
せ
先
・
主
催

　

い
い
く
に
青
年
会
泗
水
支
部

　

☎
０
９
０
（
７
２
９
４
）
１
７
４
８

　地域協議会は、次世代育成支援対策の推進に関
し必要となる事項について協議するために設置さ
れ、今年３月に策定された行動計画に盛り込んだ
施策の実施状況を把握点検し、必要な協議を行
い、対策を検討します。
　11 月 18 日に 15 人の委員への委嘱状交付と
第１回目の協議が行われました。
　協議では、放課後児童育成クラブの入所支援に
ついての質問や、軽度発達障害児および保護者の
支援の必要性、ニートと呼ばれる就学・就労への
活動を行っていない人への対策の必要性など、活
発な議論が交わされました。
　委員の皆さんは、右表のとおりです。（敬称略）
問い合わせ先　福祉課子育て支援係

　

人
は
分
か
ら
な
い
も
の
に
対
し
て

怯
え
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。
私
は
同

和
問
題
が
い
か
な
る
も
の
か
分
か
ら

ず
、
得
体
の
知
れ
な
い
不
安
の
中
で
、

人
か
ら
ふ
る
さ
と
を
尋
ね
ら
れ
る
の

が
怖
く
な
り
、
何
回
か
デ
タ
ラ
メ
を

言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
に
も
限
界
が
あ
り
、

差
別
の
い
わ
れ
を
知
り
た
い
と
い
う

焦
り
か
ら
、
先
輩
や
先
生
た
ち
の
話

に
耳
を
傾
け
始
め
ま
し
た
。
多
く
の

方
の
話
に
耳
を
傾
け
る
中
で
、「
同

和
問
題
は
な
ん
で
も
な
い
こ
と
。
こ

の
こ
と
が
解
決
し
な
い
限
り
日
本
の

民
主
主
義
は
な
い
。
こ
れ
は
政
治
的

に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
行
政
の

責
務
で
あ
り
、
国
民
的
課
題
で
あ
る
。

こ
の
解
決
は
教
育
に
始
ま
り
教
育
に

終
わ
る
人
間
教
育
で
あ
り
、
文
化
の

問
題
で
あ
る
」
と　

熱
く
語
ら
れ
る

先
生
た
ち
に
戸
惑
う
ば
か
り
で
し
た
。

　

ま
た
、
同
和
対
策
審
議
会
答
申
、

同
和
対
策
特
別
措
置
法
、
狭
山
事
件

（
予
断
と
偏
見
に
よ
る
差
別
事
件
）

な
ど
何
回
も
繰
り
返
し
話
を
聞
く
中

で
差
別
の
仕
組
み
や
本
質
が
分
か
り
、

得
体
の
知
れ
な
い
不
安
か
ら
の
解
放

感
は
、
何
事
に
も
代
え
難
い
喜
び
に

変
わ
り
ま
し
た
。
人
と
の
語
ら
い
を

通
し
て
、
差
別
が
見
え
な
い
無
知
ほ

ど
恐
ろ
し
い
も
の
は
な
い
と
実
感
し

た
の
で
す
。
そ
し
て
自
分
が
臆
病
者

で
視
野
の
狭
い
差
別
者
で
あ
る
こ
と

に
気
づ
か
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
か

ら
は
、
こ
れ
ま
で
社
会
の
現
実
に
無

関
係
を
装
い
、
背
を
向
け
て
き
た
自

分
が
恥
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
社
会
矛
盾
や
人
の
あ
り
よ
う
も

気
が
か
り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
の
近
所
の
人
で
「
こ
れ
ま
で
苦

労
だ
け
は
誰
に
も
負
け
な
い
よ
う
に

し
て
き
た
」
と
口
癖
の
よ
う
に
話
さ

れ
る
先
輩
が
意
外
な
話
を
さ
れ
ま
し

た
。「
商
売
の
行
き
先
で
、
い
き
な

り
『
あ
な
た
は
、
だ
ま
さ
れ
て
結
婚

さ
れ
た
の
で
す
か
』
と
言
わ
れ
、
そ

の
時
の
悔
し
さ
は
忘
れ
る
こ
と
が
出

来
な
い
。
誰
と
結
婚
し
よ
う
と
勝
手

じ
ゃ
な
い
か
と
叫
び
た
か
っ
た
け
ど
、

何
も
言
え
な
か
っ
た
」
と
こ
れ
ま
で

の
悔
し
さ
を
話
さ
れ
た
の
で
す
。
そ

れ
に
し
て
も
「
騙
さ
れ
て
結
婚
さ
れ

た
の
で
す
か
」
と
平
気
で
話
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、
差
別
を
差
別
と
も

気
づ
か
な
い
無
神
経
な
差
別
者
だ
と

思
い
ま
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
し
て

も
、
潜
在
的
差
別
意
識
が
根
強
い
こ

と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

私
に
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
差
別

事
象
に
関
す
る
話
し
合
い
か
ら
見
え

て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
差
別
者

は
勝
手
な
理
屈
を
並
べ
道
理
に
合
わ

な
い
曖
昧
な
こ
と
を
く
り
返
し
、
挙

げ
句
の
果
て
に
は
つ
じ
つ
ま
が
合
わ

な
く
な
り
、
言
い
訳
を
く
り
返
し
、

そ
の
追
い
つ
め
ら
れ
た
姿
は
自
己
中

心
的
で
人
と
し
て
美
し
い
姿
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
差
別
は
心

の
歪
み
、
因
習
、
し
が
ら
み
か
ら
抜

け
出
せ
な
い
思
い
込
み
、
決
め
つ
け

に
と
り
つ
か
れ
た
偏
狭
の
思
想
そ
の

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。「
悪
し
き
習

慣
は
心
の
錆
で
あ
る
」「
固
定
観
念

に
縛
ら
れ
た
人
は
精
神
の
囚
人
で
あ

る
」
と
言
わ
れ
、
ま
た
、「
化
石
の

よ
う
な
人
だ
」
と
話
し
た
青
年
も
い

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
差
別
の
本
質
が

分
か
ら
な
い
ま
ま
偏
見
だ
け
が
語
り

継
が
れ
、
差
別
意
識
だ
け
が
社
会
に

広
が
り
、
噂
が
噂
を
呼
び
疑
う
人
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
長
い
年

月
の
中
で
差
別
が
当
た
り
前
の
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

以
前
、
郡
市
同
和
教
育
研
究
大
会

の
行
政
部
会
に
参
加
し
た
と
き
、
提

案
者
が
報
告
の
中
で
「
同
和
問
題
は

暗
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
面
倒
な
こ

と
に
は
巻
き
込
ま
れ
た
く
な
い
と
思

い
込
み
、近
く
て
遠
い
も
の
だ
っ
た
」

と
自
ら
の
差
別
性
に
気
づ
か
さ
れ
た

こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
行
政
と
し
て
の
責
務
を
果

た
そ
う
と
さ
れ
て
い
る
そ
の
姿
に
感

心
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
こ
れ
ま
で

の
問
題
解
決
に
向
け
た
33
年
に
わ
た

る
時
限
立
法
が
切
れ
、
一
般
対
策
に

移
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
問
題
が
解
決

し
た
わ
け
で
は
な
く
、
行
政
の
取
り

組
み
の
終
わ
り
を
意
味
す
る
も
の
で

も
な
く
、
差
別
が
続
く
限
り
人
権
教

育
・
啓
発
が
必
要
だ
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。

　

近
年
、
同
和
教
育
の
取
り
組
み
・

社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
部
落
差

別
が
公
然
と
語
ら
れ
る
こ
と
は
少
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
負
の
イ
メ
ー
ジ

で
語
ら
れ
て
い
る
の
も
少
な
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
差
別
は
し
て
な
い
。

理
解
し
て
い
る
」
と
言
う
人
の
中
に

も
、「
そ
る
ば
っ
て
ん
」
と
言
う
人

も
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
私
は
、

中
途
半
端
な
理
解
は
差
別
の
予
備
軍

に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
思
い
か
ら
、
私
の
人
生

観
は
大
き
く
変
わ
り
、
差
別
の
お
か

し
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
社
会
の
不
合
理
さ
や
矛
盾

を
改
め
て
い
く
た
め
に
行
政
も
市
民

も
一
丸
と
な
っ
て
、
差
別
の
な
い
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
と

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
文
責　

地
域
人
権
教
育
指
導
員

松
永
親
之
）

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

自
ら
の
解
放
を
目
指
し
て

〜
今
こ
そ
意
識
改
革
の
た
め
に
〜 ⑧

　これは、平成 17年 12月６日付けで、熊本県が発表した国勢調査の菊池市におけ
る人口の速報値です。
　詳細な数値は、今後、菊池市ホームページなどで公表します。
　人口・世帯などに関する国勢調査の結果は、今後の日本の未来をつくる大切なデー
タとなります。ご協力ありがとうございました。
問い合わせ先　情報企画課

「51,864人」 あなたもこの中の１人です

平
成
18
年（
平
成
17
年
度
）

成
人
式
を
開
催
し
ま
す

「
菊
池
地
域
精
神
保
健
福

祉
の
集
い
」を
開
催
し
ま
す

新
春
を
飾
る
太
鼓
の
競
演

熊
本
暮
ら
し
人
祭
り

「
第
１
回 

泗
水
太
鼓
の
共
鳴
祭
」

菊池市次世代育成支援行動計画地域協議会委員
委員名 所　属

中村　妙子 民生児童委員協議会連合会
東　　憲幸（会長） 民生児童委員協議会連合会
塚本美津代 保育園園長会
横田　壽美 幼稚園
吉田　　崇 児童育成クラブ
中山　勇誠 PTA連絡協議会
橘　美奈子（副会長） 障害児親の会
内村八千代 母子会
上村　俊博 企業連絡協議会
宮川健一郎 青少年育成市民会議
高山千鶴子 男女共同参画審議会
中尾　明美 母子保健推進員
青木　輝彦 社会福祉協議会
北村榮一郎 教育委員会
堀野　誠也 家庭児童相談員

　新菊池市誕生を記念して、市民の親睦と融和を図るとと
もに、市民総スポーツ運動の一環として、勝敗にとらわれ
ないスポーツレクリエーション祭を開催します。また、豪
華商品の当たる抽選会も競技終了後、実施します。
と　き　１月 29日（日）午前９時　開会
ところ　菊池市総合体育館（メインアリーナ・サブアリーナ）
種　目
①ドッジビー（ドッジボールのルールで、安全なやわらか
いフリスビーを投げ合います）参加資格（小学生以上）

②アジャタ（運動会の玉入れ競技のような、100 個玉を
入れる時間を競います。みんなで息を合わせましょう）
参加資格（中学生以上）
③ふらーばーるボールバレー（ミニバレーのようなルール
で、変形したボールを使用します。どっちに跳ねるかな・・・）
参加資格（高校生以上）
申し込み方法　専用の申込書に必要事項を記入し、各総合
支所教育課窓口・社会体育課まで申し込んでください。
参加費　無　料　　問い合わせ先　社会体育課

「新菊池市誕生記念」第1回菊池市民スポレク祭を開催します
～小学生から高齢者まで、家族みんなで参加してみませんか?～

菊池市次世代育成支援行動計画地域協議会委員
委員名 所　属

菊池市次世代育成支援行動計画地域協議会が
設置されました
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菊池市役所
☎（25）1111

菊池総合支所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

育
児
相
談
や
育
児
中
の
親
同
士
の
交

流
の
場
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
、つ
ど
い
の
広
場
「
ひ
だ
ま
り
」

（
菊
池
市
立
町
・
安
武
畳
店
跡
）
を

泗
水
に
も
開
設
し
ま
し
た
。

　

乳
幼
児
を
持
つ
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
お
子
さ
ん
を

連
れ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

保
育
経
験
が
あ
る
ス
タ
ッ
フ
が
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日

※
祝
祭
日
は
除
く
。

利
用
で
き
る
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ご
ろ

場　

所　

泗
水
公
民
館

　
　
　
　
（
泗
水
総
合
支
所
隣
）

そ
の
他

　

お
茶
代
な
ど
と
し
て
１
０
０
円
を

い
た
だ
き
ま
す
。

●
お
願
い

　

つ
ど
い
の
広
場「
し
す
い（
仮
称
）」

開
設
に
伴
っ
て
、
お
も
ち
ゃ
や
絵
本
、

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
な
ど
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ご
寄
附
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

菊
池
市
在
住
の
在
宅
で
介
護
を
し

て
い
る
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
、
お

互
い
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
介
護
に
対

す
る
悩
み
相
談
や
情
報
交
換
の
場
と

な
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

と　

き　

２
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

　
　
　
　
（
受
付
10
時
30
分
〜
）

と
こ
ろ　

七
城
温
泉
ド
ー
ム

参
加
対
象

　

菊
池
市
在
住
で
、
過
去
１
年
（
平

成
17
年
１
月
〜
平
成
17
年
12
月
）
の

間
に
、
寝
た
き
り
の
高
齢
者
・
重
度

身
体
障
害
者
（
児
）・
認
知
症
高
齢

者
な
ど
を
お
お
む
ね
３
カ
月
以
上
在

宅
で
主
に
介
護
を
し
て
い
る
人

内　

容　

全
体
交
流
会　

な
ど

※
温
泉
は
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
お
時
間
の
許
す
限
り
ゆ
っ
く
り

と
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

参
加
費

　

無
料
（
昼
食
・
入
浴
料
含
む
）

申
し
込
み
方
法

　

１
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
、
担
当

地
区
の
民
生
委
員
さ
ん
か
、
社
協
各

支
所
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

60
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た
巡

回
法
律
相
談
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

扶
養
関
係
、
遺
産
相
続
、
親
族
間

の
紛
争
、
多
重
債
務
な
ど
法
律
に
関

す
る
悩
み
に
専
門
の
弁
護
士
が
対
応

し
ま
す
。

　

予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
菊
池
市

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
電
話
く
だ

さ
い
。

と　

き　

２
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

主　

催

　

財
団
法
人
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
・

熊
本
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

１
月
か
ら
児
童
セ
ン
タ
ー
の
開
館

日
を
変
更
し
ま
す
。

開
館
日　

月
曜
日
〜
土
曜
日

休
館
日　

日
曜
日
・
祝
祭
日

開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ
先　

児
童
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
25
）
３
４
７
２

　

平
成
17
年
度
菊
池
養
生
園
保
健
組

合
職
員
採
用
試
験
を
次
の
要
領
で
実

施
し
ま
す
。

募
集
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数

　

診
療
放
射
線
技
師　

１
人
程
度

受
験
資
格

　

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
60

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成
18
年
４
月
１
日
に
お
い
て
診
療

放
射
線
技
師
免
許
を
有
す
る
者
ま
た

は
取
得
を
見
込
ん
で
い
る
者

受
付
期
間

　

１
月
４
日（
水
）〜
１
月
17
日（
火
）

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
日
、
祝
祭
日
を
除
く
）

試
験
日

•
一
次
試
験

　

１
月
28
日
（
土
）

•
二
次
試
験　

２
月
上
旬
予
定

試
験
会
場　

菊
池
養
生
園
保
健
組
合

申
込
書
の
請
求

　

申
込
用
紙
は
、
菊
池
養
生
園
保
健

組
合
総
務
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp
://w

w
w
.yo
jo
e
n
.o
r.jp

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

菊
池
養
生
園
保
健
組
合
総
務
課

　

☎
（
38
）
２
８
２
０

児
童
セ
ン
タ
ー
の
開
館
日

が
変
わ
り
ま
す

●入札（開札）日：10月 28日（金）
　入札（開札）場所：菊池市役所３階第１委員会室

件　名
予定価格（税込・円）

落札者 指　名
業者数

事業
担当課落札額（税込・円）

平成17年度
富の原中央台2号線
改良舗装工事

13,434,000 ㈱荒木組
代表取締役
荒木武

8 維持課
13,209,000 

平成16年度
砂田西団地1号棟
建築工事

32,098,000 ㈱七城建設
代表取締役
久川友昭

5 都市整
備課31,710,000 

平成16年度
砂田西団地2号棟
建築工事

31,776,000 ㈱美麗建設工業
代表取締役
美麗晋也

5 都市整
備課31,395,000 

平成16年度
砂田西団地3号棟
建築工事

31,364,000 ㈱三牧建設工業
代表取締役
三牧隆一

5 都市整
備課30,975,000 

平成16年度
砂田西団地1･2･3号
棟電気工事

13,554,000 ㈾藤原電工
代表社員
藤原民人

5 都市整
備課13,020,000 

平成16年度
砂田西団地1･2･3号
棟管工事

16,568,000 ㈲本藤設備
代表取締役
本藤ヨシ子

6 都市整
備課16,170,000 

平成17年度
旭志中央団地A棟
建築工事

37,001,000 ㈲菊池森林建設
代表取締役
岩根正英

5 都市整
備課36,540,000 

平成16年度
旭志中央団地B棟
建築工事

46,315,000 ㈱斉藤工務店
代表取締役
齋藤康男

5 都市整
備課45,675,000 

平成16年度
旭志中央団地C棟
建築工事

46,520,000 ㈲坂本工務店
代表取締役
坂本芳弘

5 都市整
備課45,822,000 

平成16年度
旭志中央団地合併浄
化槽設置工事

11,356,000 熊本設備㈱
菊池営業所
所長　松本修治

6 都市整
備課11,130,000 

●入札（開札）日：11月 22日（火）
　入札（開札）場所：菊池市水道局
平成17年度
旭志ふれあい
総合運動公園
測量･設計業務

16,221,000 アジアプランニング
㈱
代表取締役
竹中英和

14 社会体
育課

15,382,500 

●入札（開札）日：11月 24日（木）
　入札（開札）場所：菊池市役所３階大会議室
平成17年度
西寺（7184‐2・
7185・7188・
7190・7271）
築造工事

18,105,000 ㈲正和建設
代表取締役
坂本勇介

11 下水道
課

17,997,000 

平成16年度
繰菰入堤防維持工事
（1工区）

25,866,000 ㈱七城建設
代表取締役
久川友昭

6
七城総
合支所
建設課25,578,000 

平成16年度
繰菰入堤防維持工事
（2工区）

10,543,000 ㈱美麗建設工業
代表取締役
美麗晋也

5
七城総
合支所
建設課10,395,000 

平成16年度
繰地区要望維持工事
坂本畜産センター
1号線

14,176,000 ㈲タシロ建設工業
代表取締役
田代貴久稔

5
七城総
合支所
建設課14,017,500 

平成16年度
蟹穴（2工区）汚水枝
線管渠工事

19,140,000 ㈲久川産業土木
代表取締役
久川朋生

5
七城総
合支所
建設課18,690,000 

と　き　１月 11日（水）まで
　　　　午前９時～午後５時 30分
ところ　菊池夢美術館
主　催　菊池郡市退職校長会
後　援　菊池教育団
問い合わせ先　菊池夢美術館　☎（23）1155

「
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
」

職
員
採
用
試
験

つどいの広場「ひだまり」での誕
生会。その他、年間をとおして季
節に応じた行事も行っています

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

参
加
者
募
集

高
齢
者
の
た
め
の

巡
回
法
律
相
談

第１回

菊池郡市退職校長会 文化展

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

•
菊
池
支
所　

☎
（
25
）
５
０
０
０

•
七
城
支
所　

☎
（
25
）
５
０
１
０

•
旭
志
支
所　

☎
（
37
）
３
７
０
８

•
泗
水
支
所　

☎
（
38
）
５
３
８
２

つ
ど
い
の
広
場「
ひ
だ
ま
り
」

親
子
で
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

入場無料
●入札（開札）日 :11月４日（金）
　入札（開札）場所 :菊池市水道局

件　名
予定価格（税込・円）

落札者 指　名
業者数

事業
担当課落札額（税込・円）

平成17年度
西迫間寺小野線
（西迫間工区）
道路改築工事

23,323,000 川口建設㈱
代表取締役
川口研五

11 土木課
23,205,000 

平成 17年度
西迫間寺小野線
（寺小野工区）
道路改築工事

26,990,000 川口建設㈱
代表取締役
川口研五

11 土木課
26,880,000 

平成 17年度
林原中富線
橋梁護岸工事

44,349,000 ㈲田代組
代表取締役
田代国男

6 土木課
43,890,000 

平成 17年度
西寺（704～ 706）
築造工事

23,272,000 ㈱栄光建設
代表取締役社長
冨岡菜穂子

11 下水道
課23,100,000 

平成 17年度
三万田（幹線1-2 ･
支線 11）
管路施設工事

15,321,000 三久建設
代表者
久川寛輔

8 下水道
課

14,175,000 

平成 16年度
田島団地集会所
建築工事

24,564,000 ㈱吉安建設
代表取締役
吉安孝幸

4 都市整
備課24,360,000 

平成 17年度
林道新山1号線
離合箇所設置工事

11,287,000 ㈲旭産業
代表取締役
佐藤義昭

8 農林整
備課11,235,000 

平成 17年度
岩本片川瀬線
道路改良工事

12,355,000 ㈱江上建設
代表取締役
江上新介

8
旭志総
合支所
建設課12,075,000 

平成 17年度
岩本姫井線
道路改良工事

19,394,000 ㈱岩根商会
代表取締役
岩根友誠

8
旭志総
合支所
建設課18,795,000 

平成 17年度
旭志西部第二地区
水道施設改良工事
（1工区）

44,487,000 ㈱上田商会
代表取締役
上田隆利

8 水道局
43,575,000 

平成 17年度
旭志西部第二地区
水道施設改良工事
（2工区）

11,651,000 ㈲赤星設備
代表取締役
赤星欣一

9 水道局
11,382,000 

平成 17年度
旭志西部第二地区
水道施設改良工事
（3工区）

11,826,000 ㈲本藤設備
代表取締役
本藤ヨシ子

9 水道局
11,550,000 

平成 17年度
旭志西部第二地区
水道施設改良工事
（4工区）

21,327,000 ㈲磧上水道
代表取締役
磧上拓雄

9 水道局
20,874,000 

平成 17年度
旭志西部第二地区
水道施設改良工事
（5工区）

25,159,000 熊本設備㈱
菊池営業所
所長　松本修治

9 水道局
24,675,000 

平成 17年度
竹の下高江線
配水管布設替工事

13,517,000 ㈲成信建設
代表取締役
末田博幸

7 水道局
13,387,500 

※その他の入札結果は、菊池市役所総務課で閲覧（午前８時 30分～午後５時）
　できます。
※落札額が 10,000,000 円以上のものを掲載しています。

公共事業入札の公表

　菊池郡市広報紙の共同企画として
菊池郡市の各市町から新春のプレゼ
ントがあります。
　プレゼント希望の人は、官製はが
きに必要事項を書いて応募してくだ
さい。
　なお、プレゼントの応募は、１枚
のはがきで１つまでとします。
　多数の皆さんの応募をお待ちして
います。
問い合わせ先　情報企画課

●応募締切
　１月 31日（火）必着
●当選者発表は、賞品の発送を
もってかえさせていただきます。
●応募多数の場合は抽選で当選者
を決定します。

番号 プレゼント名 市町名 当選者数
① 菊池温泉入湯券 菊池市 ペア２組
② 七城温泉ドーム温泉券 菊池市 ペア２組

③
四季の里旭志
温泉・プール招待券

菊池市 ペア２組

④
道の駅泗水「養生市場」
お買い物券（500円分）

菊池市 ペア２組

⑤ 大津温泉「岩戸の里」招待券 大津町 ペア２組

⑥
菊陽町総合交流ターミナル
さんふれあ「さんさんの湯」
温泉券

菊陽町 ペア２組

⑦
ヴィーブル
トレーニングルーム利用券

合志町 ペア２組

⑧ ユーパレス弁天入浴券 西合志町 ペア５組

菊池郡市
共同企画新春 プレゼント

こ
ん
な
コ
ー
ナ
ー

が
あ
っ
た
ら
い
い

な
ぁ
。
な
ど
広
報

に
対
す
る
ご
意
見

や
ご
感
想
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。

希望の番号と
プレゼント名菊

池
市
役
所

　
　
　

広
報
係

住
所
・
氏
名
・
年
齢

861-1392
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菊池 七城 旭志 泗水
１ 日 第34回旭志元旦マラソン大会　10：00～10：30受付／３ｋｍ10：50・７ｋｍ11：00スタート　受付会場：旭志総合支所
２ 月
３ 火
４ 水 市役所仕事始め
５ 木

６ 金
母親学級　13：15～13：30　西部市民センター

第１回泗水太鼓の共鳴祭　18：30開場／19：00開演　泗水ホール
７ 土
８ 日 成人式　10：00受付／10：30開式　文化会館
９ 月

10 火

健康相談
9：30～10：30　健康相談室

行政相談　12：00～15：00
多目的研修センター

３・４・６・７カ月児健診
13：30～14：00　旭志老人憩いの家

健康相談
9：30～10：30　泗水総合支所

育児相談　9：30～10：30　西部市民センター
社会保険出張相談所開設　10：00～15：00　菊池市役所３階大会議室

11 水 ３・４カ月児健診　13：10～13：30
西部市民センター　

12 木

すくすくクラブ　10：00～
児童センター
６・７カ月児健診　13：10～13：30
西部市民センター

13 金

３・４・６・７カ月児健診　9：30～
10：00　多目的研修センター
１歳６カ月児健診　13：30～
14：00　多目的研修センター

14 土 お正月あそびとぜんざい会
10：00～　児童センター

15 日

16 月
健康相談
9：30～10：30　旭志総合支所

育児教室　9：30～10：00　西部市民センター

17 火
「人権擁護委員、行政相談委員、
弁護士」相談所開設　9：30～
12：30　菊池市中央公民館2階

６・７カ月児健診
13：30～14：00　泗水公民館

18 水 BCG予防接種
13：30～14：00　七城公民館

19 木
３歳児健診　13：30～14：00
旭志老人憩いの家
男女共同参画専門委員相談　13：30～16：30　文化会館

20 金

献血
9：30～11：00／12：00～16：00
菊池市役所正面玄関前
１歳６カ月児健診
13：10～13：30　文化会館

21 土

22 日
第30回旭志一周駅伝大会・第40回くらだけ友の会旭志一周駅伝大会　10：00スタート　旭志総合支所前

第30回七城一周駅伝大会　10：00スタート　七城総合支所前

23 月
健康相談
9：30～10：30　七城公民館

育児相談　9：30～10：30　泗水公民館
24 火

25 水 ３歳児健診　13：30～14：00
泗水公民館

26 木
すくすくクラブ　10：00～
児童センター

２歳６カ月児歯科健診　13：30～15：30　文化会館

27 金 ３歳児健診　13：10～13：30
文化会館

28 土
29 日
30 月
31 火

2／1 水 ６・７カ月児健診　13：10～13：30
西部市民センター

2／2 木

2／3 金 ３・４・６・７カ月児健診
13：30～14：00　旭志老人憩いの家

2／4 土

１月の行事予定
防犯の窓防犯の窓防犯の窓シリーズ 88

出会い系サイトのワナ
犯罪者が中・高校生を狙っている !
　子どもたちの携帯電話に、一方的に送られてくる出会
い系サイトなどの案内メール。これに安易に応答し、相
手に会ったばかりに犯罪被害者になってしまう例が後を
絶ちません。
　子どもたちが被害に遭わないように、次の３点を徹底
してください。

２
月
の
心
配
ご
と
相
談

菊
池
支
所　
　

☎
（
25
）
５
０
０
０

と　

き　

１
日（
水
）・
８
日（
水
）・

　
　
　
　

15
日（
水
）・
22
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

菊
池
市
福
祉
会
館

　
　
　
　

２
階
相
談
室

七
城
支
所　
　

☎
（
25
）
５
０
１
０

と　

き　

６
日（
月
）・
21
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

と　

き　

17
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

対　

応　

弁
護
士

と
こ
ろ　

七
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
要
予
約　

お
早
め
に
電
話
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

旭
志
支
所　
　

☎
（
37
）
３
７
０
８

と　

き　

10
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

旭
志
老
人
憩
い
の
家

泗
水
支
所　
　

☎
（
38
）
６
３
６
６

と　

き　

16
日（
木
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分

対　

応　

弁
護
士
、相
談
員

と
こ
ろ　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

と　

き　

２
日（
木
）・
９
日（
木
）・

　
　
　
　

23
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
こ
こ
ろ
の
相
談

と　

き　

９
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

対　

応　

専
門
医

と
こ
ろ　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
月
の
心
配
ご
と
相
談

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心

配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
持
つ
人
な

ら
誰
で
も
、
ど
ん
な
問
題
で
も
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

菊
池
支
所　
　

☎
（
25
）
５
０
０
０

と　

き　

11
日（
水
）・
18
日（
水
）・

　
　
　
　

25
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

菊
池
市
福
祉
会
館

　
　
　
　

２
階
相
談
室

七
城
支
所　
　

☎
（
25
）
５
０
１
０

と　

き　

６
日（
金
）・
21
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

旭
志
支
所　
　

☎
（
37
）
３
７
０
８

　

な　

し

泗
水
支
所　
　

☎
（
38
）
６
３
６
６

と　

き　

５
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分

対　

応　

弁
護
士
、相
談
員

と
こ
ろ　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

と　

き　

12
日（
木
）・
19
日（
木
）・

　
　
　
　

26
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

①見ないこと　これが一番重要です。迷惑メール対策な
どをすることが大切です。

②書き込まないこと　匿名だから安心と思って興味本位
で利用していると、相手はあらゆる誘い文句で誘惑し
てきます。軽い気持ちが落とし穴になることを覚えて
おきましょう。

③絶対会わないこと　やりとりをしている内に相手の事
が分かった気になり、「一度くらい会ってもいいかな」
と思ってしまいますが、そこが相手の狙いなのです。

問い合わせ先　菊池警察署生活安全課　☎（24）0110

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療情報
センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331 に問い合わせてください。

●１月１日（日・祝）～１月３日（火）
※診療時間　午前９時～午後５時 1.1 1.2 1.3 ※診療時間　午前９時～午後５時 1.1 1.2 1.3
川口病院 菊池市 （25）2230 ○ ○ ○ 七城木村クリニック 菊池市 （26）9555 ○
菊池有働病院 菊池市 （25）3146 ○ ○ ○ 岸病院 菊池市 （38）2750 ○ ○ ○
菊池中央病院 菊池市 （25）3141 ○ ○ ○ いけざわこどもクリニック 西合志町 096（242）6633 ○
菊池郡市医師会立病院 菊池市 （25）2191 ○ ○ ○ 産科婦人科　大竹クリニック 西合志町 096（344）3232 ○
西山医院 菊池市 （25）2561 ○ 菊陽台病院 菊陽町 096（232）1191 ○ ○ ○
七城うえの医院 菊池市 （25）7070 ○ ○ ○

●１月８日（日）～１月 29日（日）

１月８日
中村外科医院 菊池市 （25）0111 武蔵しもむら医院 菊陽町 096（339）7561
成松内科医院 西合志町 096（345）5151 金田歯科医院 大津町 096（293）1387
山縣医院 大津町 096（293）4430

９日 菊池胃腸科 菊池市 （25）2317

15日
後藤整形外科医院 菊池市 （25）2906 宮原内科皮フ科医院 菊陽町 096（232）8383
清原医院 菊池市 （38）2106 荒木歯科医院 菊池市 （25）1478
岩倉整形外科医院 大津町 096（293）8888

22日
菊池郡市医師会立病院 菊池市 （25）2191 馬場医院 菊陽町 096（232）1903
産科婦人科　大竹クリニック 西合志町 096（344）3232 熊本セントラル病院 大津町 096（293）0555
たしろクリニック 大津町 096（340）3220

29日
米田産婦人科医院 菊池市 （25）2589 野上医院 菊陽町 096（232）1992
菊南皮ふ科医院 西合志町 096（345）0107 さかえ歯科医院 合志町 096（248）6480
馬場医院 大津町 096（293）2358



参加資格
　原則として旭志地区在住の人、または、会社・職場などが旭志地区内に
ある人。
　旭志地区外での参加も受付けますが、オープン参加とします。オープン
参加チームが多数になる場合は先着５チーム程度とします。
区　間
　旭志総合支所管内　全14区間
　総延長30ｋｍ（１区間約１～３ｋｍ）女性・40歳以上区間有
参加料　１チーム3,000円、保険料１人100円
表　彰　団体３位まで賞状・トロフィー、とび賞、区間賞、特別賞
申し込み方法
　１月17日（火）までに参加料を添えて、菊池市教育委員会旭志分室に申
し込んでください。
監督会議
　１月18日（水）午後７時30分 旭志多目的研修センター
※新規参加チームは、資料と申込書の配布および詳細説明を行いますの
で、事前に菊池市教育委員会旭志分室までご連絡ください。
※本大会中における不慮の事故などについては、一日保険の範囲迄とし、
それ以外は、全て本人の責任とします。
主　催　旭志体育協会、旭志陸上競技協会、菊池市教育委員会
問い合わせ・申し込み先　菊池市教育委員会旭志分室　☎（37）3111

と　き　１月22日（日）午前９時　集合
　　　　※午前８時30分　監督会議
　　　　午前９時30分　開会／午前10時　スタート
ところ　旭志総合支所前　スタート・ゴール

菊池市役所（本庁・菊池総合支所）は、環境管理の国際規格「ISO14001」を認証取得しています

菊池市情報企画課
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL 0968（25）1111
FAX 0968（25）5720
ホームページ　http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/
市長メール　mayor@city.kikuchi.kumamoto.jp
行政メール　kouhou@city.kikuchi.kumamoto.jp

発行・編集

敷島印刷株式会社
印刷

■人口：52,853人 （-9）

　男性：25,290人 （-8）

　女性：27,563人 （-1）

■世帯：17,171世帯 （-1）

本文は古紙配合率 100％
再生紙を使用しています

平成18年１月１日号 編
集
後
記

編
集
後
記

11月末の人の動き
（対前月比）

　

去
年
は
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
の
脱

線
事
故
や
福
岡
県
西
方
沖
地
震

な
ど
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
い
く
つ

も
あ
っ
た
。
中
で
も
、
広
島
や

栃
木
の
小
一
女
児
殺
害
事
件
は
、

子
ど
も
を
持
つ
親
に
は
衝
撃
の

事
件
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　

登
下
校
中
の
子
ど
も
た
ち
が

巻
き
込
ま
れ
た
事
件
。「
将
来
、

外
で
元
気
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

の
姿
が
見
ら
れ
な
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
私
た
ち
『
地
域
の

目
』
が
益
々
重
要
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
」
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

今
年
は
戌
年
。
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
の
年
に
な
る

よ
う
願
い
た
い
。

菊

　「ハッピー・バースデイ」では、平成18年４月まで
に誕生日を迎える３歳までの子どもさんの写真を
募集しています。随時募集していますが、誕生月の
掲載になりますので、誕生月の前月10日を締切日
とし、先着７人を掲載します。写真にコメントを添え
て、菊池市役所または各総合支所の広報担当まで申
し込んでください（写真は後日持参でも可）。

ハッピー・バースデイハッピー・バースデイ

H16年
1月23日
生まれ

愛生お姉ちゃん、
だぁ～いすき。

お姉ちゃん、
保育園のみんな、
いっぱい遊ぼ!!

おじいちゃん、
おばあちゃん、
いつもありがとう！

佐
々
木
麻
衣
ち
ゃ
ん

（
２
歳 

○ 

大
尺
）

父
・
知
宏
さ
ん

母
・
千
保
美
さ
ん

さ

さ

き

ま

い

七

佐
藤
綺
星
ち
ゃ
ん

（
１
歳 

○ 

高
永
）

父
・
勇
一
さ
ん

母
・
優
子
さ
ん

さ
と
う 

き
ら
ら旭

松
本
藍
斗
く
ん

（
１
歳 

○ 

迫
田
団
地
）

父
・
伸
一
さ
ん

母
・
有
喜
美
さ
ん

ま
つ
も
と 

あ
い
と泗

陶
山
翔
矢
く
ん

（
１
歳 

○ 

永
）

父
・
和
明
さ
ん

母
・
麻
紀
さ
ん

す
や
ま
し
ょ
う
や泗

石
本
悠
大
く
ん

（
３
歳 

○ 

元
村
）

石
本
凌
大
く
ん

（
３
歳 
○ 
元
村
）

父
・
文
則
さ
ん

母
・
美
紀
さ
ん

い
し
も
と
ゆ
う
だ
い

い
し
も
と
り
ょ
う
た

み
ず
か
み 

し
ん
き

七七

水
上
心
喜
く
ん

（
２
歳 

○ 

小
川
）

父
・
兼
司
郎
さ
ん

母
・
み
き
さ
ん

旭

東　

美
沙
希
ち
ゃ
ん

（
１
歳 

○ 

間
所
）

父
・
誠
勝
さ
ん

母
・
喜
美
代
さ
ん

ひ
が
し　
　

 

み　

さ　

き

七

H17年
1月21日
生まれ

H17年
1月13日
生まれ

H15年
1月22日
生まれ

H16年
1月16日
生まれ

H17年
1月22日
生まれ

じいちゃん・
ばあちゃん、

これからもいーぱい
遊んでね。

H17年
1月11日
生まれ

みんなに
かわいがられて、
１才になりました。
これからも
よろしくね。

おじいちゃん・
おばあちゃん、
いつもありがとう！

参加チーム募集参加チーム募集

第30回　旭志一周駅伝大会第30回　旭志一周駅伝大会

体力の増進と技術の向上と親睦を図ることを目的に、
駅伝大会を開催します。

じいちゃん、ばあちゃん、
いつもありがとう。

ますますやんちゃになるけど、
これからもよろしくね。

第40回くらだけ友の会旭志一周駅伝大会も同日に開催されます


